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はじめに

杉並区では、区内の自然環境を定期的に調査し記録に留めるとともに､これからの施策や

環境学習などを実施する際の資料として役立てていただくことを目的とし､河川生物調査や動

植物調査を行っています。

区内の河川については､都市化の進展による環境変化があり、また区民が身近に水や動

植物に親しめる貴重な空間であることから､昭和57年(第一次)、昭和63年(第二次)および

平成6年(第三次)の3回にわたり、河川生物調査を実施してきました。

今回、第三次河川生物調査から6年が経過したこともあり､その後の河川生物相の状況と推

移を把握するために、第四次河川生物調査を実施しました｡調査項目は､魚類、底生動物、

付着藻類および水草(沈水植物)です。

この調査結果は､安らぎとうるおいのある快適な生活環境の創造のため、杉並区の河川施

策の基礎資料として活用する考えであります。また､本調査結果が区民の皆様はもとより、各

種行政機関、民間企業の皆様にも十分ご活用いただければ幸いです。

平成13年3月

杉並区環境清掃部環境保全課
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’河川の生物と水質物と’ I ●

(I) 生物による水質判定の考え方

・私たちの身近に存在する河川には、魚類をはじめとしてエビ・カニ類、水生昆虫類、水草類、微

細藻類など、多種多様な生物が生息しています。河川環境はこのような水生生物に影響を与え、

水のきれいな川、水の汚い川では、それぞれに独自の異なった水生生物が見られます。このよう

な河川環境と水生生物との密接な関係から、生物相の違いをその場所の環境の指標として用いる

ことができます。

o以上のような考え方を墓に、ある河川の生物相を調査し、水の汚れの程度を生物の視点から判断

しようとするのが生物による水質判定法です。

o水質判定は大きく生物による方法と理化学的分析による方法にと分けられますが、それぞれに長

所と短所があります。

◆生物による水質判定の唇所◆

○理化学的分析による方法では採水した瞬間の水質の状況しか把握できませんが、生物による方

法では、過去の一定期間内（付薑藻類では約2～3週間、底生動物では約1カ月）の最も悪い状態

から調査時までの状況が判定できます。

○個々の汚れ物質や物理環境の影響は分かりませんが、影響を総和として判定できます。

○複雑な機器や特殊な薬品が必要でなく、顕微鏡とホルマリン程度で作業ができます。底生動物

の簡易法は小中学生でも行うことができます。

○大まかな汚れの程度を現場で直ちに判定でき、採集した生物の標本によって視覚的に第三者に

提示することができます。

◆生物による水質判定の短所◆

○生物による方法では、汚れ物質の存否は判定できますが、それがどのような物質で、どの程度

存在するかという定性・定臺ができません。

○結果を数値化することが難しいので、客観的な比較が困難なことが多くなります。

○生物には分類・同定の難しい種類があり、詳細で正確な同定には熟練した技術が必要です。

･上記のような長所と短所があるため、河川の調査では生物による方法と理化学的方法を併用するこ

とが望ましいと考えられます。
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(2) 水質階級

●生物による水質判定では水域を汚れの状況からいくつかの水質階級に分け、その水域の水質がど

の階級に属するかを表現します。

●水質階級の考え方は大きく次の2つに分けられます。

◆Saprobitata(ザプロビ性）◆

○水の汚れを物質の分解の面から考えるもので、水中の有機物がどの程度分解されているかをみ

るものです。バクテリア（細菌）による有機物の分解の程度として表します。

◆Trophie(トロフイー性）◆

○水の汚れを物質生産の面から考えるもので、薑栄薑性、冨栄寶性という湖の栄臺に関するもの

です。植物プランクトンによる有機物の生産の程度として表します。

●河川のような流水域では生産者（光合成により無機物から有機物を作る）である付言藻穎や水草

は、基盤である石礫、土などに固薑しています。水の汚れにはこれらの生産言自身は含まれず、

水の汚れは、水中の有機物が細菌（バクテリア）によって、どの程度分解されているか（無機物

になっているか）によって表されます。

●湖沼のような止水域では、主要な生産言である植物プランクトンは水中に浮遊しています。水の

汚れには植物プランクトン自身も含まれ、汚れは水中の植物プランクトン舅の多さとして表され

ます。水の汚れをみる時、河川ではザプロビ性、湖沼ではトロフイー性の体系で考えるのがよい

と思われます。

●ザプロビ性による河川の水質階級を表-1.1および表-1.2に、トロフイー性による湖沼の類型を表一

1．3に示します。

表-1.1 ザブロビ性による河川の水質階級 （秋山ら（1986)）

汚濁水質階級 溶存酸素量 河川の状況BOD X

(IIE/l)

汚濁の

進行含有量(mg/l) 飽和度(%）

貧腐水性水域 8.45～8．84 1 95～100 1 0.0～0．5 山間の渓流

貧～β中腐水性水域 7.50～8．45 85～95 河川の上流部0.5～2．0

β中腐水性水域 村落地帯河川6．20～7．50 70～85 2.0～4．0

β～α中腐水性水域 住宅地の河川4．40～6．20 50～70 4.0～7．0

α中腐水性水域 都市内の河川2．20～4．40 25～50 7.0～13．0

＊α中～強腐水性水域 下水量の多い都市内の河川0．90～2．20 10～25 13．0～22．0

高い強腐水性水域 悪臭のある都市内の河川O～0．90 〈10 ＞22

※BOD(生物化学的酸素要求呈):細菌が有機物を分解するときに消費する酸素呈二有機物（汚濁）の目安。
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表-1.2 水質階級の特徴 （津田（1964)，一部改変）

強腐水性水域 ｜α中腐水性水域｜β中腐水性水域｜｜貧腐水性水域

酸化ないし無機化

の完成した段階

酸化過程がさらに進

行する敗現象が著しい

還元･分解による腐 水中･底泥に酸化過

程があらわれる

酸化

多いかなり多いかなりある溶存酸素 わずか･ない

ない

ない多くは認められる強

い硫化水素臭

強い硫化水素臭は ない硫化水素(H2S)

分解されている多種の有機物が豊

富に存在 解によるアミノ酸が

豊富に存在

高分子化合物の分 脂肪酸のアンモニア

化合物が多い

有機物

酸化されている

在し,黒色

硫化鉄がしばしば存 硫化鉄が水酸化鉄

になるために黒色で

はない

底泥

105/ml以下106/II,l以上になる|l05/ml以下 100/m1以下細菌

い。腐敗毒に長時

間耐えられない

pHの変動，溶存酸 汚濁に弱く,pHの

素の変動に著しく弱 変動，溶存酸素の

変化に弱い。硫化

水素に耐えられな

い

動物は細菌摂食者

が優占的であるが，

その他に肉食動物

も増える,pH･溶存

酸素の変化に対し

高い適応性を示す。

アンモニアには多く

のものが抵抗性を持

つが，硫化水素に

はかなり弱いものも

ある

動物は例外なく細

菌摂食者。pHの変

化に強く，少量の酸

素でも耐える嫌気性

生物。すべてアンモ

ニア･硫化水素に対

して強い抵抗性を持

ヶつ

生物の生態学的

特徴

種類が多い種類が多い。ツヅミ

モ類の分布域

量が多い藻類 出現しない

多種多様。

昆虫の種類が多

い。各種の動物が

出現

ミクロのものが大多

数を占める，淡水海

綿･コケ虫は出現し

ない。貝類･甲殻類

･昆虫類が出現。魚

類のうち，コイ･フナ

･ナマズはこの水域

に出現

多種多様。

淡水海綿･コケ虫･ヒ

ドラ･貝類･小型甲殻

類･昆虫類の多くの

種類が出現｡魚類も

多くの種類が出現

ミクロのものが主体

で，原生動物が優

勢，昆虫の幼虫が

少数出現する程度。

淡水海綿･小型甲殻

類･貝類･魚類は出

現しない

動物

［
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表-1.3 トロフィー性による湖沼の類型 （吉村（1937)，－部改変）

貧栄養湖 富栄養湖

湖盆形態 深い。湖棚の幅は狭い。深

水層は表水層よりも容量大

浅い。湖棚の幅は広い。深水層

は表水層より容量小

分布 山間の湖

北海道の平地の深い湖

北海道の泥炭地を除く全国の平

地の浅い湖

性質

水の物理的 水色 藍または緑色 緑～黄伝．

透明度 大きい(5m以上） 小さい(5m以下）

水質 中性付近 中性～弱アルカリ性

夏季に表層が強アルカリ性にな

る場合もある

pH

溶存酸素 全層飽和に近い 表水層は飽和または過飽和，底

水層は少ない

栄養塩類 窒素<0.20mg/ml

ﾘン <0.02mg/ml

窒素>0.20mg/n'l

リン >0.02mg/n'l

生物 生産力 小さい

200n'gC/㎡／日以下

大きい

200mgC/㎡／日以上

0.3～2.5mg/m3

10～50mg/''f

クロロフィルa

２
も
１

句
』
Ⅱ

、
ノ
ノ

齪
昭
、
仇

０
４
４
１

１
一
一
０

５
２

植物プランクト

ン

貧弱,珪藻が主 豊富，夏に藍藻による｢水の華」

がでる場合がある

動物プランクト

ン

貧弱，甲殻類が主 豊富,ワムシ類増加

底生動物 種類数･量ともに豊富 種類数減少

魚類 マス,ウグイ コイ,フナ，ウナギ,ワカサギ

沿岸植物

いる

少ない。深部にまで生えて 多い｡浅所にのみ生える

底質 有機物少ない 有機物多い
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容'2．現地調盲地 内の．I

(I)調琶時期

・現地調査は平成12年の晩舂季（6月20日～22日）と、秋季（10月16日～18日）の2回行いました。

(2)調査項目および調琶地点

・調査項目および調査地点を、表-2.1と図-2.1に示します。

表-2.1 調査項目および調査地点

地点記号 地点名 所在地 調査項目河川

底生動物 付着藻類 魚 類 水 草

妙正寺川 松下橋 下井草3丁目 ●

、
ｊ

Ｆ
Ｌ

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

●M－l

善福寺川 美濃山橋 善福寺2丁目 ● ● ● ●Z－1

寺分橋 善福寺1丁目

《】

● ●

「
Ｊ

Ｆ
ＬZ－2

原寺分橋 西荻北4丁目 ● ●Z－3

井荻橋 西荻北3丁目 ●

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

● ●Z-4

神明橋 上荻2丁目 ● ●Z－5

荻窪2丁目春日橋 ● ● ● ●Z－6

成田東2丁目尾崎橋 ● ● ● ●Z－7

宮下橋 大宮1丁目 ● ●Z－8

和田堀橋 和田2丁目 ● q】 ●

可
Ｊ

Ｆ
Ｌ

Z－9

井の頭線車庫脇神田川 久我山2丁目 ● ●

《】

●K－1

錦 橋 高井戸西1丁目 ● ●K-2

鎌倉橋 浜田山1丁目 ● ● ● ●K－3

和泉2丁目蔵下橋 ● ●K－4

方南第一橋 和泉4丁目 ● 【， ● ●K-5

地点数 10 15 1510

注） 前回調査の「善福寺池の水路(Z-1)地点」は水が枯れていたため、下流側の「美濃山橋」に変更しました。
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図-2.1 調査地点付置図

Z-1

瓦
北

__ごT…
◆凡例◆－

◎：底生動物・付薑藻類・魚類・水草を調査

○：魚類・水草のみを調査 0 5()0 1,000m
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(3) 調壹方法および分析方法

1） 直生動物

●調査地点の代表的な瀬において、川底に30cm×30cmの枠付きサーバー・ネットを置き、枠内の動

物をすべてネット内に流し込み、これをサンプルビンに採取して定臺調査用の試料としました。

定臺の試料は1地点につき3箇所から採取しました（総採取面積:0.27nf)。

・定性調査は、定臺調査を行った以外の調査地点一帯のさまざまな環境の場所で、タモ網を用いて、

泥底をかくはんしたり水草の根元をすくったりして、主として大型の底生動物類を採取しました。

・採取した試料は現地でホルマリン固定して持ち帰り、実体顕微鏡及び生物顕微鏡で同定・計数を

行いました。

・採取状況を写真-2.1に示します。

2） 付着藩類

・調査地点の川底にある石から、藻類群落を評価するための定臺用試料と、出現種類を評価するた

めの定性試料を別々に採集しました。定量用試料は、比較的平滑な石2個のそれぞれの表面に5

X5Cm枠を置き、枠内の付書物をナイロンブラシでこすり落として採集しました。また、定性試

料は、枠外の任意部分の付言物を同様に採取しました。

●採集した定量用試料と定性用試料はポリエチレン瓶に入れて、ホルマリン溶液を5％程度加えて

固定しました。

●沈殿舅の評価は、定臺試料をメスシリンダーもしくは沈殿管に移し、24時間後の沈殿物容臺を求

めました。出現種類の評価は、珪藻類以外を対象とした定性用試料の総合倍率150～600倍顕微鏡

下での直接観察と、簡易法により作成した永久プレパラートの総合倍率600～1,000倍での珪藻類

を対象とした観察を行いました。簡易法による永久プレパラートは、定性試料をスライドガラス

に載せ、加熱して有機物を分解し、プレウラックスで封入して作成しました。

●藻類群落の評価は、定臺用試料を任意の容量に希釈した後、一次プレパラートを作成し、顕微鏡

下で総合倍率600倍において種類別に合計400細胞の藻類を計数した結果を墓に、種類数、優占種、

現存量を求めました。なお、湧水地点における群落評価は、一部の項目に限定して行いました。

●採取状況を写真-2.2に示します。

3） 魚 類

･調査地点において投網、タモ網・サデ網、セルビン・網カゴを用いて魚類を採捕しました。また、

大型のコイなどは目視観察でも確認しましだ。採捕した魚類は同種20個体を上限として、個体別

に全長・体長・体重を測定し、現地に再放流しました。

。－部の個体は写真撮影などのためにホルマリン固定して標本として持ち帰り、保存しました。奇

形魚が見られた時は、その症状を野帳に記録しました。

･採捕状況を写真-2.3に示します。

4） 水 草

に、種類・群度を記録しました。

葉など値物体全体が水面下で生育する植物）を対象･調査地点に生育している沈水植物（根、 菫、

－7－
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写真-2.1(1)

サーバーネットによる

底生動物定量採取

写真-2.1(2)

タモ網による

底生動物定性採取

写真-2.2

付着藻類

採取状況
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写真－2．3(1)

投網による

魚類採捕

写真-2.

タモ網による

魚類採捕

〕(2)

写真－2．3(3)

サデ網による

魚類採捕
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写真－2．3(5)

網カゴによる

魚類採捕



3． 現地調琶の結果

(1)調宣地点の環境

1） 地点懸況

松下橋(M-1)妙正寺川

・妙正寺池から流れ出ている複断面構造の三面張護岸の河川で、平水時は水臺も少なく単調な流れ

で、瀬も淵も形成されません。湧水が流出している場所があり、その周囲は流心部に比べ水温が

やや低くなっていました。

妙正寺川

M-1 松下橋

（上流側）

平成12年6月21日

号｡,

き
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写真-3.1(1)

写真-3.1(2)

妙正寺川

M－l 松下橋

（下流側）

平成12年6月21日



善福寺川美濃山橋(Z=_1_>

●善福寺池下池の流出部直下の地点です。三面張護岸の単調な流れですが、流出部直下は落差が大

きく、石積みによる人工的な早瀬を形成しています。
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（上流側）

平成12年10月16日
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写真-3.2(2)



寺分橋 (Z-2) 善福寺川

･複断面構造の三面張護岸ですが、河床は泥が深く堆積しています。約100m間隔で段差（落差工）

があり、円形のコンクリートの囲いの中には水草（スイレン）が植栽されています。
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写真-3.3(1)

善福寺川

Z-2寺分橋

（上流側）

平成12年6月20日

写真-3.3(2)

善福寺川

Z-2寺分橋

（下流側）

平成12年6月20日



原寺分橋(Z-3) 善福寺川

●橋の直下にコンクリートの構造物があり水路の狭い区間があります。

に泥が深くなっています。悪臭のきつい下水の流入□が右岸側にあl

出臺のかなり多い湧水も見られます。

構造物があり水路の狭い区間があります。この構造物の上流側は非常

悪臭のきつい下水の流入□が右岸側にありますが、そのすぐ脇には湧
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写真-3.4(1)

善福寺川

Z－3原寺分橋

（上流側）

平成12年6月20日

写真-3.4(2)

善福寺川

Z－3原寺分橋

（下流側）

平成12年6月20日



井荻橋(Z-4) 善福寺川

には人工的に造成された瀬と淵とが見られます。

・上流地点に比べると水路は幅が広がり流臺も多くなります。 河道はほとんど直線的ですが、－部
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写真-3.5(1)

善福寺川

Z-4井荻橋

（上流側）

平成12年6月20日

写真-3.5(2)

善福寺川

Z-4井荻橋

（下流側）

平成12年6月2()日



明神橋(Z-5) 善福寺川

●水量が多く、水草がかなり豊富です。河道は直線的で流れは単調ですが、右岸側の一部にはコン

クリートブロックで施工された床固工があり、その周囲は深く掘れて淵を形成していました。
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写真-3.6(1)

善福寺川

Z－5明神橋

（上流側）

平成12年6月20日

写真-3.6(2)

善福寺川

Z－5明神橋

（下流側）

平成12年6月20日



日橋(Z-6) 善福寺川

・河道は直線的ですが、ところどころに瀬と深場が形成され、やや変化のある流れになっています。
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写真-3.7(1)

善福寺川

Z－6 春日橋

（上流側）

平成12年6月21日

写真-3.7(2)

善福寺川

Z－6春日橋

（下流側）

平成12年6月21日



’
１

尾崎橋一(Z-7)善福寺川

●尾崎橋直下には落差工あり、瀬と深場が形成されています。また、両岸の護岸には一定間隔で魚

巣ブロックが設置されています。

ざ*･ ;詞

蕊撫澱

写真-3.8(2)

善福寺川

Z-7 尾崎橋

（下流側）

平成12年6月21日
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写真-3.8(1)

善福寺川

Z-7尾崎橋

（上流側）

平成12年6月21日



宮下橋(Z-8) 善福寺川

・深場が卓越していますが、一部に落差工による瀬も見られます。尾崎橋付近と同様に、護岸の前

部には魚巣ブロックを付設した箇所があります。

善福寺川

Z-8宮下橋

（上流側）

平成12年6月21日
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写真-3.9(1)

写真-3.9(2)

善福寺川

Z-8宮下橋

（下流側）

平成12年6月21日



和田堀橋LZ=9)善福寺川

･複断面構造の三面張護岸ですが、－

の大型魚類の生息場となっています。

ﾛがあり、コイなど一部にコンクリートで作られた人工的な凹呂
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写真-3.10(1)

善福寺川

Z－9和田堀橋

（上流側）

平成12年6月21日

写真-3.10(2)

善福寺川

Z-9和田堀橋

（下流側）

平成12年6月21日



丼の頭線車庫脇(K-1) 神田川

・車庫入□にかかる橋の下流側には両岸に礫を投入した区間があり、

流れは単調で穏やかです。

Z間があり、瀬が形成されています。下流

側にはミクリ科の植物の－種が多く生育していました。橋より上流橋より上流側は下流側よりも水深が深く、
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写真-3.11(1)

神田川

K－l 井の頭線車庫

脇

(上流側）

平成12年6月22日

写真-3.11(2)

神田川

K－l 井の頭線車庫

脇

(下流側）

平成12年6月22日



錦橋(K-2') 神田川

●コンクリートで作られた工作物が多くあります。下流側には水制工を伴った水深の深い人工プー

ルが作られ、コイなどの魚がこの部分に集まっている様子が観察されました。

蕊式典

織島 、零:鳶
熱

神田川

K-2錦橋

（下流側）

平成12年6月22日
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写真-3.12(1)

神田川

K－2錦橋

(上流側）

平成12年6月22日

写真-3.12(2)



鎌倉橋(K-3) 神田川

●上流側から橋の直下流までは瀬も見られますが、橋の下流側は流れが比較的緩やかです。下流側

には高さ10cm程度の低い落差工があり、その直下には早瀬が形成されています。
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写真-3.13(1)

神田川

K－3鎌倉橋

(上流側）

平成12年6月22日

写真-3.13(2)



蔵下橋(K-4) 神田川

●橋より上流の右岸側には蛇カゴが設置され、周辺は深場を形成しています。また、橋の周辺は水

深が浅くなり、早瀬が見られます。
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写真-3.14(1)

神田川

K－4蔵下橋

(上流側）

平成12年6月22日

写真-3.14(2)

神田川

K－4 蔵下橋

(下流側）

平成12年6月22日



方南第一橋(K-5) 神田川

・橋の周辺は水深が深く、緩やかで非常に単調な流れになっていますが、上流側の蛇行部には、瀬

が形成されています。左岸側には、放水路が施工されています。10月調査時には水臺が増えてい

たため、上流側の瀬を中心に生物採取を実施しました。
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写真-3.15(1)

神田川

K－5方南第一橋

（上流側）

平成12年6月22日

写真-3.15(2)

神田川

K－5方南第一橋

（下流側）

平成12年6月22日



2） 調宣時の環境

調査時の環境を表-3.1に示します。河川ごとの環境は以下に示すとおりです。

■妙正寺川

・妙正寺川の調査地点周辺はコンクリート三面張護岸の河川で、流臺が少なく瀬も淵もないきわめ

て単調な流れとなっています。河床には一定の間隔で円形の窪みが施工されており、その中には

砂が堆積しています。このコンクリートの囲みから湧水が出ている場所がありました。

・6月調査時の天候は雲り、気温は25.8℃でした。流心部の水温は22.9℃、pHは8.0、電気伝導度

は366"S/cmでした。また、10月調査時の天候は雲り、気温22.1℃、水温16.7℃、pH7.6、電気

伝導度313LlS/cmとなっており、pH及び電気伝導度は、10月調査時のほうがやや低い|直を示しま

した。湧水の周辺の水温は、6月、10月調査時ともに流心部よりもやや低い値でした。

●色相外観は透明で、透視度は6月、10月ともに50cm以上と良好な値を示しました。臭気は6月

に弱いドブ臭が認められましたが、10月には臭気はありませんでした。

■善福寺川

・善福寺川は、美濃山橋(Z-1)から原寺分橋(Z-3)までの区間は水臺が少なく、流れ幅の狭い状

態が続いていますが、原寺分橋より下流になると流れ幅が広がります。ところどころに瀬や淵が

形成されていたり、魚巣ブロックが設置されている場所もありますが、全体的には直線的な河道

が続く単調な流れとなっています。また、原寺分橋付近には湧水があり、その部分の水質は流心

部の水質よりも比較的良好な値を示しました。

●6月調査時の天候は8冑れまたは臺りで、気温は概ね30℃前後、日中は32℃を越えるときもありま

した。水温は20.1～25.8℃の間にあり、気温が上昇するに従い水温も上昇していく傾向がみられ

ました。また、原寺分橋(Z-3)付近の湧水の水温は17.1℃と、他の場所に比べて約7℃も低い

値を示しました。pHは、和田堀橋(Z-9)でpH9.2と極端に高い値を示しましたが、その他の

地点は6.8～8.3の範囲にあり、河川中流域における一般的な値でした。電気伝導度は278～542u

S/Cmの範囲にあり、一般に河川中流域で測定される値と比較するとかなり高い値を示しており、

有機汚濁が進行した都市河川の状況を反映する結果となりました。色相外観は全域を通して概ね

透明ですが、美濃山橋では強い濁りが観察され、透視度は22cmと低い値を示しました。また、全

域にわたりドブ臭が確認されました。

●10月調査時の天候は概ね雲りで、気温は17.2～24.8℃と比較的過ごしやすい陽気となりました。

水温は16.5～18.6℃の範囲にあり、各地点間に大きな変化はみられませんでした。pHは6.7～7.

9で、概ね中性の値を示しました。電気伝導度は275～503"S/cmの範囲で、6月調査時と同様、

高い値を示しました。色相外観は概ね透明で、臭気は原寺分橋(Z-3)及び神明橋(Z-5)の2地

点でドブ臭が確認されましたが、その他の地点では臭気は認められませんでした。

■神田川

・神田川は、全体的には善福寺川の下流部と類似した単調な流れの続く河川です。ただし、置き石

で瀬を形成したり、魚巣ブロックなどを設置したりと、多少変化のある環境が形成されている場

所も見られます。
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●6月調査時の天候はI冑れまたは雲りで、気温は28.6～32.4℃でした。水温は20.6～26.8℃の範囲

にあり、蔵下橋(K-4)がもっとも高い値を示しました。pHは7.2～8.2と、河川中流域における

一般的な値が見られました。電気伝導度は261～574"S/Cmの範囲にあり、善福寺川と同様、一般

的な河川中流域で測定される|直と比較するとかなり高い|直を示しました。また、下流に向かうほ

ど電気伝導度が高くなる傾向がみられ，調査地点最下流の方南第一橋(K-5)で最も高い値を示し

ました。透視度は50cm以上でしたが、色相外観はやや濁りが認められました。また、全域にわ

たりドブ臭が認められました。

●10月調査時の天候は曇りで、気温は18.9～20.7℃でした。水温は16.5～17.2℃の範囲にあり、各

地点間に大きな変化は認められませんでした。pHは7.1～7.6と概ね中性の値を示しました。電

気伝導度は262～343"S/cmで、6月と同様に下流に向かうほど高くなる傾向がみられますが、方

南第一橋は6月と比較するとかなり低い|直となっていました。透視度は50cm以上で、色相外観

はやや濁りが認められました。6月調査時には全域で確認されたドブ臭は、蔵下橋(K-4)を除い

て認められませんでした。

剖
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表-3.1(1) 調査時の環境－6月一

妙正寺ﾉ|’ 善福寺川 神田川

M－1 Z－3Z－l Z-2 Z-4 |Z-51Z-5 Z－6 Z－7 Z－8 Z－9 K－l K－2 K-3 K-4 K－5

項目 松下橋 原寺分橋美濃山橋 寺分橋 井荻橋 神明橋 春日橋 宮下橋 井の頭線

車庫脇

鎌倉橋尾崎橋 和田堀橋 錦橋 蔵下橋 方南第一橋

流心部l 湧水 流心部｜ 湧水

6月21日月日 6月20日6月20日’6月20日 6月20日|6月20日|6月21日 6月21日 6月21日’6月21日 6月22日’6月22日 6月22日’6月22日’6月22日

〃

14220～15:50調査時刻 8:00～9：15 12:40～13:508:30～9:40 9:55～11：10 16:20～17:40 9:45～11：00 12：15～13:45 14:00～15：15 15:50～17：15 10:05～11235 8:20～9:45 l2g40～14205 14:50～16:05 16:30～17:45

天候 曇り 晴れ晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 晴れ 晴れ 曇り 曇り 曇り

気温（℃） 25．8 32.826．2 30．4 32.1 31.9 28．2 30．2 30．8 29．4 31．5 28．6 32.4 28.9 28．8

水温（℃） 22．9 20．8 22．3 22．9 24．3 17．1 23.4 25．8 20.1 22．3 23．2 24.1 22．4 20．6 26．2 26．8 25．7

’
四
ｍ
Ｉ

pH

電気伝導度("S/cm)

透視度(cm)

8.0 7．4 7．7 6．9 6．9 6.5 6.8 7.1 7．8 8．3 8.2 9．2 7．2
ワ ワ

（．I 7.6 8．0 8．2

366 330 470 355 375 248 518 288 542 477 280 278 261 284 343 356 574

＞50 50 22 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 ＞50 >50＞50 50

色相外観 透明 透明 透明 透明 透明 透明 透明 透明 透明濁 やや濁 透明 やや濁 やや濁 やや濁 やや濁 やや濁

臭気 弱ドブ臭 ドブ臭 弱ドプ臭 ドプ臭なし なし ドプ臭 弱ドプ臭 弱ドブ臭 弱ドブ臭 弱ドプ臭 弱ドプ臭 弱ドプ臭弱ドブ臭 弱ドブ臭 弱ドブ臭 ドブ臭

上流側での

工事の影響

見られず ’｜｜’
備考

注）測定(採水)場所は,各地点とも流心部とした｡ただし,M-1,Z-3については湧水の水質も測定した。



表-3.1(2) 調査時の環境一10月一

妙正寺川 神田川善福寺川

M－1 Z－3 K-4 K-5Z－4 Z-5 Z－6 Z-7 Z-8 Z－9 K－1 K－2 K－3Z-l Z-2

原寺分橋 鎌倉橋井の頭線

車庫脇

錦橋松下橋

美漣山橋|壽分橋雨鳥
尾崎橋｜宮下橋 和田堀橋 蔵下橋 方南第一橋項目 井荻橋 神明橋 春日橋

｜湧水流心部｜ 湧水

10月18日’10月18日|10月18日10月16日’ 10月16日 10月18日10月18日10月17日 10月16日|10月16日 10月17日 10月17日10月17日 10月17日月日 10月16日

調査時刻 11:50～13：10 13:20～14:25 14:50～16:1011:50～13:10 12205～13:20 13:30～14:40 15:00～16:05 8:10～9:30 9:40～10:458220～9:15 14:45～15:55 9:35～10:508:05～9:“ 9:05～10:25 13:20～14:30

曇り 曇り晴れ 曇り 曇り 曇り 曇り 曇り曇り 晴れ 曇り 曇り天候

気温（℃）

水温（℃）

pH

電気伝導度（jjS/cm)

曇り 曇り晴れ

19．6 19．718.9 20．2 20．722．1 23．1 21．7 19．8 20．2 19．6 19．224．817．2 18．5

17.1 17.016.5 16.8 17．217．118．5 18．6 16.5 16.7 17.117.9 15．816．7 15.1 16．9 17.3

１
画
④
Ｉ

’7 67.2 7.4 7.57.9 7.17．6 7.6 7.66.7 7．07.5 7.7 6．9 6．7 6.57.6

324271 325 343289 262282 276 275292 279503 363 337 243313 320

＞50 ＞50 ＞50透視度(cm) ＞50 ＞50＞50 ＞50 ＞50＞50 ＞50＞50 ＞50 ＞5045 ＞50＞50 ＞50

透明 やや濁 やや濁 やや濁色相外観

臭気

透明 透明 透明 やや濁 やや濁透明 透明透明 透明 透明透明 やや濁濁

弱ドプ臭 なしなし なしなし なし弱ドプ臭 なし なし なしドプ臭 なしなし なし なし なし なし

6月調査時よ

りも水仕が増
えていたた

め,やや上流
に移動し調査
か室称’た

6月よりやや

水丘が多い

備考

I

注）測定(採水)場所は,各地点とも流心部とした｡ただし,M-1,Z-3については湧水の水質も測定した。



(2) 麿生動物

1） 調琶結果

●底生動物の出現種リストを表-3.2、時期別の出現状況を表-3.3(1)(2)および図-3｡1(1)(2)、地点

別優占種を表-3.4に示します。

●今年度の調査では、妙正寺川の1地点、善福寺川の6地点、神田川の3地点、合わせて10地点で計4

0種の底生動物が確認されました（なおここでは、「○○科｣、「○○属の一種」のように種まで明

らかにできなかった生物も「1種」と数えました)。

・分類群別にみると、昆虫類が最も多く、計18種が出現しました。次いでヒル類、甲殻類が6種、マ

キガイ類が4種、ミミズ類が3種、ニマイガイ類が2種、線虫類が1種の|||頁となっています。全

調査地点で出現した種は、6月はミミズ類のイトミミズ科、ヒル類のシマイシビル、甲殻類のミ

ズムシの3種、また、10月は甲殻類のミズムシ1種でした。

・河川別に出現種類数をみると、妙正寺川は21種（6月：16種、10月:15種)、善福寺川は30E(6月

：24種、10月:26g)、神田川は28E(6月:21種、10月:20種）です。もっとも種類が多く出現

した河川は善福寺川で、次いで神田川、妙正寺川の順となり、調査地点数の多い河川で確認種類

数も多い結果となりました。

・河川ごとの出現状況は以下のとおりです。

■妙正寺川

●6月は昆虫類のセスジユスリカが非常に多く採取され、次いで昆虫類のエリユスリカ亜科、貝

類のサカマキガイが多く見られました。10月にはヒル類のシマイシビルがもっとも多く採取さ

れ、次いで貝類のモノアラガイ、サカマキガイ、ミミズ類のイトミミズ科が多く採取されてお

り、6月と10月とでは優占種の交代が認められます。

■善福寺川

・6月に種類数が最も多く確認された地点は、美濃山橋(Z-1)で、計16種が確認されました。ま

た、10月に最も多かった地点は寺分橋(Z-2)で、14種が確認されました。

・優占種の出現状況をみると、美濃山橋および寺分橋ではミミズ類のイトミミズ科、昆虫類のコ

カゲロウ属の－種などが多く出現していますが、その他の4地点ではヒル類のシマイシビルが

多く出現しており、6月、10月の両調査時期を通じて第一優占種となっている地点もあります。

時期別にみた優占種の出現状況は、各地点とも大きな変化は見られません。

■神田川

・6月に種類数が最も多く確認された地点は丼の頭線車庫脇(K-1)及び鎌倉橋(K-3)で、計15

種が確認されました。また、10月に最も多かった地点は鎌倉橋(K-3)で、計16種が確認されま

した。

。'蔓占種の出現状況をみると、丼の頭線車庫脇は昆虫類のコガタシマトビケラが多く出現してい

るのに対し、鎌首橋および方南第一橋(K-5)では甲殻類のミズムシが多く出現しています。時

期別にみた|憂占種の相違は、鎌倉橋では6月に多く出現したコガタシマトビケラは10月には減

少しており、代わってミズムシの増加が目立っています。
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表-3．2 底生動物の出現種リスト

妙正寺川 善福寺川 神田川

学名 6月 10月6月 10月 6月 10月和名綱

｜一口一一NC

○ ○線虫綱線虫 Nematoda1

○○ ’ ○ﾋメタニシ Sinotaiaquadratahistricaマキガイ ニナ2

○ ○カワニナ Semisulcospiralibemna33

○ ○モノアラガイモノアラガイ Radixauriculariajaponica44

○○ ○ ○ ○サカマキガイ Physaacuta5

○ ○ ○マシジミハマグリ Corbiculaleanaニマイガイ6

○ ○ ○マメシジミ属の一種 Pisidiumsp

７

○ ○エラﾐﾐｽﾞ ○ミミズ ナガミミズ Branchiurasowerbyi8

○ ○○ ○ ○ ’ ○イトﾐﾐｽ科 Tubihcidae

９’ 9

○ ’ ○ ○ ○ﾂﾘﾐﾐｽ科 Lumbricidae10

○○ﾉ､バヒロビル Glossiphoniaweberilataウオビル11 ﾋﾉﾚ

○○ヌマビル Helobdellastagnalis1212

○アタマビル Hemiclepsismarginata1313

○グロシフォニ科 GIossiphoniidae14

○ ○ ○ ○ ’ ○○シマィシビル Dinalineataイシビル15

○ ○ ○ ○イシビル科 ○ ○Erpobdellidae16

○ ○ ○ ○ ○ ○ミズムシワラジムシ Asellushilgendorfihilgendorf甲殻
､ 句

』I

○ ○アゴトゲヨコエビ JesogammarusspinopalpusヨーT-Eビ

○ ○テナガエビ Macrobrachiumnipponenseエビ

○スジェビ Palaemonpaucidens

咽一四一加一皿

18

19

20

○ミナミヌマエビ Neocaridinadenticulata21

○ ○○アメリカザリガニ Procambarusclarkii22

○ ’ ○○ ○ ○サホコカゲロウカゲロウ Baetissahoensls昆虫23

○○ヨシノコカゲロウ Baetisyoshinensis

○ ○○ ○コカゲロウ属の一種 ○Baetissp

○○ﾉ､グロトンボﾄンボ Calopteryxatrata

○ ○シオカラトンボ Orthetrumalbistylumspeciosum

○ ○ ○○アメンボ Aquariuspaludumjaponicusカメムシ

○ヒメガガンボ亜科 Limnobiinaeノ、エ

○チョウバエ属の一種 Psychodasp

○ ○○ ○プユ属の一種 ○Simuliumsp
泌一泌一妬幻一記一羽一”｜訓一蛇

24

25

26

27

28

29

30

31

○オオユスリカ Chironomusplumosus32

○ ○○○ ○セスジユスリカ Chironomusyoshimatsui33

○ ○○ ○○ユスリカ亜科 Chironom】nae34

○ ○ ○○○ ○エリユスリカ亜科 Orthocladiinae

○○モンユスリカ亜科 Tanypodinae

○ ○ ○○ユスリカ科 Chironomidae

○アブ科 Tabanidae

弱拓一諏一犯一

n F

jO

36

37

38

○○ ○○コガタシマトビケラ Cheumatopsychebrevilineataトビケラ39

○ヒメトピケラ科 Hydroptilidae40

2026 2115 2416

種類数合計
283021
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表-3.3(1) 底生動物の出現状況（分布）－6月一
調査年月日：平成12年6月20日～6月22日

採集方法:サーバーネット(30cm×30cm,3箇所）

単 位:個体数/㎡

’
四
画
Ｉ

｜
’

｜
’

｜
’’ h

1

1
1

｜
’

’
’

l～2個体

3～10個体

11～25個体

26個体以上

[定性採取凡例］ ＋
＋＋

＋＋＋

＋＋＋十

NC 綱

1 線虫

目 和名

線虫綱

学名

Nematoda

妙正寺川

松下欄

M－l

定量； 定性

善福寺j|’

美濃山欄

Z－l

定量： 定性

寺分欄

Z－2

定■

3.7；

定性

井荻欄

Z-4

定丘； 定性

春日橋

Z－6

尾崎補

Z-7

定赴：定性 定量§定性

和田堀柵

Z－9

定量； 定性

神田ﾉ|’

井の頭鐘車庫睦

K－l

定赴 定性

鑓倉橋

K－3

定量： 定性

方南箪一擁

K－5

定殿；定性

３

4

５

６
’
７

ニマイガイ

２

マキガイ ニナ

ハマグリ

９
｜
Ⅲ

12

昭
一
Ｍ

16

17

18

四
一
釦
一
ｍ

甸甸
色色

蝿
一
別

妬
一
妬

27

28

29

30

31

32

33

個体数合計（個体/㎡）

種類数合計

1,248.1§ 一

13

16

16

: 12

d

255．61 一

11 : 8

16

24

1

575.1I 一

lO i lO

14

1,007.4： 一

11 § 8

14

366.7； 一

9

＄

218.5I －
2

1

4 § 9

9

266.7§ 一

10 目 8

12

396.3I －
2

2

12 ： 9

15

21

1.063.0： 一

12 § 8

1E
且哩

744.4§ 一

11 : 8

12

8 ミミズ

11 ﾋﾉﾚ

15 甲殻

昆虫

ウオピル

イシピル

ﾖｰﾌ〒､ピ

エビ

カゲロウ

ﾄンボ

カメムシ

ノ、。己

トビケラ

ﾜラジムシ ミズムシ

アゴトゲヨコエビ

テナガエビ

アメリカザリガニ

サホコカゲロウ

ヨシノコカゲロウ

コカゲロウ属の一種

ハグロトンホ

アメンボ

ヒメガガンボ亜科

プユ属の一種

セスジユスリカ

ユスリカ亜科

エリユスリカ亜科

モンユスリカ亜科

ユスリカ科

アブ科

コガタシマトビケラ

ヒメトビケラ科

AseIlushilgendor5hiIgendorn

Jesogammamssplnopalpus

Macrobrachiumnlpponense

ProcambaIusclarkii

Baetissahoensis

Baetisyoshinensis

Baetissp

Calopteryxatrata

AquarluspaIudumjaponlcus

Limnobiinae

Simuliumsp

Chironomusyoshimatsul

Chironomlnae

Orthocladiinae

Tanypodinae

Chironomidae

Tabanidae

Cheumatopsychebrevilineata

Hydroptilidae

n7
v写り

申

｡ 中

3.7I

3.7：

640.7§ 井拝

7.4！ 十

192．6

3.7i
9

33．3§ ＋

やや

＋＋

7．4§ ＋+＋

＋＋

9

70.4:

18．5：

33.3：

66.7：

3．7：

U

: 神

t

103．7§ +++

十十

’一

1
1 ＋

81．5： 中

25．91
1

1．01

507．4§ ←梓

E

8 件

70．4『

37.0；

ル

隼

25.9： ＋

3．7：

44，4:

40．7： ++++

＄ ＋

55．6

P

中

Ｂ
令
■
●
■
■
。
■1

8 ＋

29．6； 牛

や

今

十十

40.7：

11．1§ +

＋

33.3: +

44．41

22.2§ ＋

十 85．2

i ＋梓

3．7§

11．11

■

3．71

11.1： ＋

70．4

,59.31件

＋＋＋＋

＋

118．5

11．1

14．8§

281.5； ＋＋

＋

q7

11．1§

40．7ミ

3.7

幸

448.1目 令

d 十十十

＋

470．4

7.4§ ÷

59.3§

7．41 ＋

37.0! 十

＋

11．1

3.7； ÷

: ＋＋＋＋

ヒメタニシ

カワニナ

モノアラガイ モノアラガイ

サカマキガイ

マシジミ

マメシジミ属の一種

ナガミミズ エラミミズ

イトﾐﾐｽ科

ﾂﾘﾐﾐｽ科

アタマビル

グロシフォニ科

シマイシビル

イシビル科

Sinota旧quadratahistrica

SemisuIcospiralibertina

Radixauriculanajaponica

Phvsaacuta

Corbiculaleana

Pisidiumsp

Branchiurasowerbvi

Tubi5cidae

Lumbricidae

Hemiclepsismarglnata

Glossiphoniidae

DinaIineata

ErpobdeMidae

4

103.7； 拝

166.7§ 件

十

3.7；

牟

Z

55.6； 一

29.6：。

｜粋
I

7.4： ＋

7．41

3．7

1

33.3：

97： ＋
写り ■ ■

: 汁

： 一

1

33．3N

37.0

J

214.8§

＄

63.0；÷絆

11．1； や

＋

7．4：

Z

22.2：

11．1： ＋

211．11．－

66.7： 十

3.7

70.4

7.4

8

151.9；＋+ｲ→

37.0； ＋

＋ 14－8

33．3

: 一

＋＋

140.7 ー

＋＋

11．11

3.7§ 粋

14．81

3

74.1； 特＋

11.1； ＋

允 可

』.『

11．1§

3.7

29.6； ＋傘

3.7§

十

3.7§

10

⑥⑥『
と凸｡.

： 粋

÷十

I

7.4：

3.7；

107．4i÷÷÷

29.6＃ 寺



表-3.3(2) 底生動物の出現状況（分布）-10月一
調査年月日：平成12年10月16日～10月18日

採集方法:サーバーネツト(30cm×30cm,3箇所）

単 位:個体数/㎡

善福寺j|’妙正寺川 神田川

嫌倉摘 方南第一欄松下橘 寺分橘 尾崎欄 和田堀欄 井の頭線車庫脇美濃山濡 井荻橘 春日橘

和名 学名 M－1 Z－1 Z－2 Z－4 Z-6 Z－7 Z－9 K－l K－3 K－5

定量：定性l定量；定性｜｜定量：定性｜定量i定性｜定赴：定性｜定赴§定性｜｜定量§定性｜定量：定性l定量＃定性’1定量§定性

綱 量’NC

線虫 線虫綱 Nematoda 3.7I

マキガイ ニナ ヒメタニシ Sinotaiaquadratahistrica 十

カワニナ SemisulcosDiralibertina ＋十 ＋

モノアラガイ モノアラガイ Radixauriculariajaponica 140．7

ｌ３ｌ４ｌ

3

4 ＋＋＋

サカマキガイ 18．53，7 18，5Physaacuta 114．8 ＋＋＋ ＋＋ ＋ 十 十｡

マシジミハマグリニマイガイ Corbiculaleana6 ＋

マメシジミ属の一種 77.87 Pisidiumsp ＋＋

エラミミズﾐﾐｽﾞ ナガミミズ 3．73．7Branchiurasowerbyi8 ＋＋＋ 十十

イトﾐﾐｽ科 59．3: ＋ 25．9 29．6Tubincidae 96．3 51．9： ＋ 277．8i+++ 7.4： ＋ 37．0i ＋＋ 33‘3i ＋＋

’９’ 9

ﾂﾘﾐﾐｽ科 3．7Lumbricidae 7．410 ＋ ＋ ＋

■

3.7ｳオピル ハバヒロビル GIossiphoniaweberilata 11．111 ヒル ＋

3．7 7．43.7 3．7ヌマビル Helobdellastagnalis

229.6； ＋ 100.0： ＋463.0 74.1 114．8日 ＋十 48．1； ＋＋シマイシビル 74.1 196.3； ＋＋イシピル Dinalineata 266.71 ＋＋

｜吃一画一 13 ＋＋ ＋十ｌ
い
い
Ｉ

イシビル科 3．7 7.4 3．7 14．8 11．129.6Emobdellidae 18．5 11.114 ＋＋

314．8i＋+＋ 251．9； ＋＋ミズムシ 48．1＃ ＋＋ 3．7： ＋＋ 40．7；＋+＋＋甲殻 ワラジムシ 4seIlushilgendo而hilgendorh 7.4； ＋＋ 25.9§ ＋ 351．9＃ ＋＋15 ＋＋ 十

アゴトゲヨコエビ 74．1＃ ＋＋ヨコエピ Jesogammarussplnopalpus ＋ ＋

テナガエビエビ Macrobrachiumnlpponense ＋＋

スジェビ Palaemonpaucidens ＋十十 ＋

ミナミヌマエビ

｜鵬一面｜旧一旧一

16

17

18

19 十
Neocaridinadenticulata

アメリカザリガニ 7.4： ＋＋3．7： ＋十Procambarusclarkii 3.7： ＋ ＋＋ ＋ ＋ 十20 ＋＋＋

サホコカゲロウ 170.425．9；＋+＋ 11．1； ＋昆虫 カゲロウ 66.7 114．8： ＋ 144．4Baetissahoensis 7．4 ＋＋21

ヨシノコカゲロウ 44．4 33.3Baetisvoshinensis

コカゲロウ属の一種 3.7 70.4 166.725．9 148．1 48．111.1Baetissp 14．8 ＋＋ ＋ ＋＋

シオカラトンボﾄンボ Orthetrumalbistylumspeclosum ＋＋＋ ＋＋

アメンポカメムシ Aquariuspaludumjaponicus ＋＋ ＋

チョウバエ属の一種 Psychodasp 3．7ノ、エ

プユ属の一種 3．7 14．8Simuliumsp 7．4

オオユスリカ ChironomuspIumosus 3．7 ＋

セスジユスリカ 3．7Chironomusyoshimatsul ＋

ユスリカ亜科 3．7 3．77.4 25．9： ＋Chironomlnae

エリユスリカ亜科 3．7 18．5 66.7 18．5 りりり
毛 色●今7.4 129.6Orthocladiinae 33．3§ ＋ ＋

ユスリカ科 3.7 3.7

｜塑一湖一別一妬一妬一”｜犯一羽一加一帥一塊一

りり
色色

ワq
← ぜ

24

25

26

句ワ
ム0

28

29

30

31

32 Chimnnmidap

コガタシマトビケラ 122.2i ＋十 51.9 37.0： ＋トビケラ Cheumatopsychebrevilineata 3.733

796.3； 一個体数合計（個体/㎡） 274.1 403.7577,8ミ － 429.6 814．8718.5 81.5； － 500.0: 一 959.3＃ 一

1句｡ 今

10； I111 7

７ ７

7： 9 91ワ：A 一 旦 9： 66： 6 8； 13 10： 613； 9

12種類数合計 10 15 1615 10 14 11 13 12

202615

l～2個体

3～10個体
11～25個体

26個体以上

[定性採取凡例］

＋
什
帝
鵠



図-3.1(1) 底生動物の出現状況（分布）－6月一(単位:個体/nf)
■モノアラカイ
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図-3.1(2) 底生動物の出現状況（分布）-10月一
(単位:個体/㎡）

■モノアラカイ

鰯サカマキガイ

国イトミミズ科

圏シマイシビル

園ミズムシ

圀コカケロウ属の一種

囲セスジユスリカ

皿エリユスリカ亜科

自コガタシマトビケラ

ロその他

1.400

1．200

1.000

臘‐

個
体
数 800 ロ■■■■ ー

；

又

600

篝
『丁で 官 言 1

鳧400
“

200

一_－

’團
0

M－1

妙正寺川

Z-1 Z-2 Z-4 Z-6 Z-7 Z-9

善福寺川

K-1 K-3 K-5

神田川

－34－



表-3.4 底生動物の優占種

分類群
地点河川 月

貝類 ﾐﾐｽ類 ヒル類 甲殻類 昆虫類

サカマキガイ

モノアラガイ

明
一
畑

セスジユスリカ
妙正寺川 松下橋

ｲﾄﾐﾐｽ科 シマイシピル

毎
■
１
Ｊ

明
》
雌

コカゲロウ属の一種

美濃山橋 I
イトﾐﾐｽ科

ｲﾄﾐﾐｽ科

■■■■■■■叩■■■●●■■や●■■■gqg●a●●｡｡●■■｡■■■●■■■■■■■■■■■qggq■旬巳■■④｡■■●■巳巳■●■､●｡■由｡｡｡■己ら一■●■■--■■■■■■■■gqqqq旬･■●■■■｡b■■｡｡b■q■■■■-■■■■--■■－－■や■■■■■■■-■■■■5句旬■■旬■旬旬■旬叩■ggg■■●●叩

イトﾐﾐｽ科

イトミミズ科

明
一
岨

ミズムシシマイシビル

シマイシビル

セスジユスリカ

寺分橋

マメシジミ属の一種

》》》6月

10月

シマイシビル

シマイシピル

サホコカゲロウ

井荻橋

善福寺川

シマイシピル

シマイシピル

イトﾐﾐｽ科6月

10月

ミズムシ エリユスリカ亜科

エリユスリカ亜科

春日橋

シマイシピル

シマイシビル

6月

10月

種

科
唾

唖一姻
ス
ー
ロ

ユ
ー
ゲ

リ
ー
カ

エ
ー
コ尾崎橋

シマイシピル

シマイシピル

明
》
明■ｑ
Ｉ
Ａ

エリユスリカ亜科

コカゲロウ属の一種

和田堀橋

イトﾐﾐｽ科

井の頭線

車庫脇

6月 コガタシマトピケラミズムシ

10月 アゴトゲヨコエビ ｜コガタシマトピケラシマィシビル

6月

10月

ミズムシ コガタシマトピケラシマィシビル

シマィシビル

鎌倉橋神田川

ミズムシ

毛
ン
唖
埜
ン

ム
一
ム

ズ
》
ズ

『
『
一
睡
一
『
一

6月

10月

シマイシビル

シマイシビル

方南第一橋

サホコカゲロウ

注）定量採取による全出現種のうち,出現率(個体数％)が10%以上のものを優占種とした。

太字･ゴシックは第一優占種を示す。
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2） 主蓉生息種

底生動物の主要な生息種を写真-3.16に示します。
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写真-3.16(5) |

｜マメｼｼﾐ属の一種

－36－

写真-3.16(4)

、 、､=、

~マン/ソミ写真-3.16(3)

サカマキガイ

写真-3.16(2)
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写真-3.16(1)

カワニナ

写真-3.16(6)

エラﾐﾐｽﾞ 写真-3J6(7)

ｲﾄﾐﾐｽ科
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写真-3.16(9)
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写真-3.16(14）
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写真-3.16(19）

ﾉ､グロトンボ

写真-3.16(20）

シオカラトンボ

写真-3.16(22）

エリユスリカ亜科

写真-3.16(21）

ｾスジュスリカ 写真-3.16(23）

コガタシマトビケラ



3） 底生動物による水質判定

・底生動物による生物学的水質判定の方法はいろいろ考えられていますが、数値の計算が煩雑なわり

には墓準となるデータの根拠が不明確なものが多いのが現状です。杉並区の河川に生息する底牛動

物は、一般的な水質清澄な一般的な河川に比較すると種類数が概して少ないので、今年度は前回調

査と同様に表-3.5に示す環境庁（現環境省）水質保全局の簡易法（水生生物による水質の調査法）

を用いて水質判定を行いました。

・水質判定の手順は以下のようにして行います。

1）出現した指標生物には○印、その中で最も数の多かったものには●印をつけます。

2）出現した指標生物の全種類数（○＋●）を、各水質階級ごとに記録します。

3）●印をつけた指標生物の種類数を、各水質階級ごとに記録します。

4）2つの水質階級の共通の指標種は、両方の水質階級に属するものとして菫復して数えます。

5）2）と3）の種類数を合計し、最も多い水質階級をその地点の水質階級とします。2つの水

質階級が同じ数値になった場合は2つの階級の間とします。

表-3.5 底生動物の指標種と水質階級 （環境庁水質保全局）

|” 貧腐 強腐’ 水質階級
指標生物 水性水域

β－中腐

水性水域
α一中腐
水性水域 水性水域 指標生物

ｳｽﾑｼ類1 ｰ ■■■ 一 一

２
’
３

椛一 ｰ ■■■■■■ 一

ﾌﾕ類 ｰ － ■■■ 一

ｶﾜｹﾗ類

４
－
５

ｰ 一 一 一

ﾅｶﾚﾄﾋｹﾗ類

ﾔﾏﾄﾋｹﾗ類

ｰ■■■ 一 一

一貫腐水性水域

の指標生物

ー
７
ド

ヒ
へ

６
’
７

ク
ト

ﾋﾗﾀｶｹﾛｳ類 ｰ ■I■■■■■ ｰ

ﾍﾋﾄﾝﾎ類 ｰ 一 一口■■■■■＝ ‐

｜
ｰ■■■■■■■■■■■■一 一■■■’一⑧ No.5以外の

トピケラ類

β－中腐水性水域

一 の指標生物⑨
｜

ｰ 一 一■■■■■■－■I■■’■■■→No.6，N0．11

以外のｶｹﾛｳ

類 ’
｜

ｰ －■■■･■■■■■■■■一ﾋﾗﾀﾄﾛﾑｼ10

ｻﾎｺｶｸﾛｳ11 － － －口■■■■■!■－ ：

’
－ －■■■■■■■■ﾛ■ﾛ■■→ﾋﾙ類

皿
一
過 一α一中腐水性水域

の指標生物
｜

ｰ ＝■■■■■■■■■■■■一
イ ロ､

人ムン

⑭ ｻカマキガイ ｰ ーロ■■■■■■■■ － ■■■■■■ 一

｜ ‐
－ － － －■I■■■■■一15 ｾｽｼﾕｽﾘｶ 強腐水性水域

の指標生物
｜

←E=。■■■■･■■■■■■－ －ｲﾄﾐﾐｽ類16

注l)丸付数字の種類は2つの階級の指標となる生物です。
注2)－－は出現することが少ないことを示します。
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4） 水質判定結果

・底生動物の簡易法による水質判定結果を表-3.6および表-3.7(1)(2)に示します。

･妙正寺川は6月と10月で優占種の交代が認められたため、6月には水質階級Ⅳ（強腐水性水域）と

判定され、10月には水質階級Ⅲ（α中腐水性水域）と判定されています。

･言福寺川は、全体的には水質階級Ⅲ（α中腐水性水域）と判定された地点が多く見られます。美

濃山橋(Z-1)及び寺分橋(Z-2)はイトミミズ類が優占的に出現しているため、水質階級Ⅳ（強腐

水性水域）と判定されました。

●神田川では、6月に鎌倉橋(K-3)で水質階級I(貧腐水性水域）と判定されました。これは、水

質階級I(貧腐水性水域）～Ⅱ（β中腐水性水域）の指標種であるコガタシマトビケラが多く出現

したことによるものです。

･全体的にみると、今回調査した各水域は水質階級、～Ⅳに相当し、「汚い水～大変汚い水」である

といえます。

表-3.6 底生動物の簡易法による水質判定結果

河川名 地点名 調査時期 平均

6月 10月

妙正寺川 松下橋 1V Ⅲ／Ⅳ

Ⅲ
｜
｜
Ⅳ

善福寺川 美濃山橋 Ⅳ W

寺分橋 Ⅳ Ⅳ W

井荻橋 Ⅲ Ⅲ Ⅲ

春日橋 |Ⅱ’ IⅡ |Ⅱ’

尾崎橋 Ⅲ lⅡI Ⅲ

和田堀橋 |Ⅱ’ Ⅲ Ⅲ

神田川 井の頭線車庫脇 |Ⅱ’ Ⅲ IⅡ

鎌倉橋 I/m|’ Ⅲ

方南第一橋 IⅡ Ⅲ lⅡI

I:貧腐水性水域

Ⅱ：β中腐水性水域

m:α中腐水性水域

Ⅳ:強腐水性水域

-41-



表-3.7(1) 底生動物の簡易法による水質判定結果-6月一

調査年月日;平成12年6月20日~6月22日

＊出現した指標生物の欄に○印を､最も数が多かったものに●印をつける。

妙正寺川 善福寺川調査河川

調査地点

神田川

松下橘 美濃山橋 寺分橋 井荻橋 春日橋 鎌倉礦尾崎橋 和田堀橋 井の頭線

車庫脇

方南第一橋

水質階級 M－l Z－l指標生物 St,NC Z－2 Z-4 Z－6 Z-7 Z－9NC K－l K－3 K－5

ウズムシ頬1

サワガニ

２

I

貧腐水性水域

ブユ頬 ○3 ○

カワゲラ類4

ナガレトビケラ類

ヤマトビケラ類

5

ヒラタカゲロウ頬6

ヘピトンボ頬

７

5以外のトビケラ頬 ○ ○ $8 ● ● ○

11

β中腐水性水域

｜"’
I／、 No.6,No.11以外の

カゲロウ類

○9 ○

ヒラタドロムシ10

Ⅲ

α中腐水性水域

サホコカゲロウ ○ ○11 ○ ○ ○

○ヒル頬 ○ ○ ○ ● ●

《】

○12 ○ ○

○ミズムシ ○ ○ ● ○ ○13 ○ ○ ○ ●

○サカマキガイ ○ ○14 ○
m／Ⅳ

1V

強腐水性水域

セスジユ●スリカ ● ○ ○ ○ ○15 ○ ○

イトﾐﾐｽ頬 ○ ● ● ○ ○ ○ ○16 ○ ○ ○

水質階級 IiⅡ：IⅡ：Ⅳ I：11|；'111：Ⅳ IiII＃ⅡIiⅣ I：I鵬ⅢiⅣ I：11国Ⅲ弧V I§IIjmin I IliⅢiIV l＃I]＃IⅡiⅣ ｜；IIiⅢ§1V Iin＃ⅢiⅣ

出現した指標生物

の種類数

（○＋●）

① l： i3i3 1日li2：2 lil：2§2 4；3 3i2 2 4i3 I；l；3i2 3：2i3；1 2：2：3il

凸

水質階級の判定 最も数が多かった

指標生物の種類数

（●）

② 1 1 1 1 1 ’ 1 l：1 11 1

③ 合計(①十②） 1 3；4 1；li2；3 lil 2胃3 5i3 4：2 3；2 5；3 2号2：3：2 3§3：I1 2i2i4il

その地点の

水質階級

④ Ⅳ Ⅳ Ⅳ 111 Ⅲ IⅡ Ⅲ Ⅲ Ⅲ
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表-3.7(2) 底生動物の簡易法による水質判定結果-10月一

調査年月日:平成12年10月16日~10月18日

’＊出現した指標生物の欄に○印を､最も数が多かったものに●印をつける。

善福寺川 神田川妙正寺川調査河川

調査地点 方南第一機鎌倉鴨井の頭線

車庫膿

寺分橋 井荻橋 春日橋 尾崎裾 和IⅡ堀揺松下橋 美濃山橘

K-5Z－7 Z－9 K－l K－3Z－6Z－l Z－2 Z－4M－l水質階級 指標生物 St･NCNC

ウズムシ頬1

サワガニ

２

○○○I

貧腐水性水域

ブユ頬3

カワゲラ類4

ナガレトピケラ類

ヤマトビケラ類

５

ヒラタカゲロウ頬6

ヘビトンボ頬

７

○● ○○5以外のトビケラ頬8

○ ○No.6,No.11以外の

カケロウ類

I／ⅡI／Ⅱ

９

β中腐水性水域 ヒラタドロムシ10

○ ○○ ○○ ○ ●○サホコカゲロウⅢ

α中腐水性水域

11

○ ○○● ○ ●○ ●●ヒル頬12

○ ○ ● Q】○ ○○ ○○○ﾐズムシ13

○ ○ ○ ○○○○サカマキガイ14

IⅡ/Ⅳ

○ ○セスジユスリカⅣ

強腐水性水域

15

○ ○○ ○ ○○ ○●○

【》

イトﾐﾐｽ頬16

1号U：Ⅲ：ⅣI』ⅡiⅢ：Ⅳ I＃11§Ⅲ胃Ⅳ水質階級 I:Ⅱ胃ⅡI：Ⅳ IiIIiⅢ；Ⅳ Iill：ⅢilⅣI：ⅡiⅢiⅣIiI】：ⅢiIV IiⅡ：Ⅲ Ⅲ｜：ⅡimiⅣ

出現した指標生物

の種類数

（○＋●）

2i2i3il① 4号2 l；li4ヨ2 3i2i3illi i4i23i3 4日2 4 21： ：4：3 lilil；1

水質階級の判定 最も数が多かった

指標生物の種類数

〈●）

② Il：1 11 11 1 ’1 1

2i2i4:15；2 5：2 2i4i2 3i2i4目1合計(①十②） 5i2 2③ 5：2 11：lil；2 3i4li 胃5i3

その地点の

水質階級

Ⅲ ⅢⅢ ⅢⅢ Ⅲ④ Ⅳ ⅢⅣ、
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5） 既往調盲とのﾋﾋ較

●第一次調査（昭和57年）の結果を付表-1、第二次調査（昭和63年）の結果を付表-2、第三次調査

（平成6年）の結果を付表-3に示します。また、｜憂占種の変化を表-3.8に、出現種の変化を表-3.9

に示します。河川ごとに底生動物出現状況の変化を比較すると、以下のとおりです。

■妙正寺川

・第一次調査から第三次調査では4～15種の底生動物が確認されていますが、今年度の調査では2

1種ともっとも多くの種類が確認されました。第一次調査から今回の調査までに確認した底牛動

物の種類数は合計29種になります。妙正寺川で今回新たに確認された生物は、イシビル科、サ

ホコカゲロウ、アメンボ、ヒメガガンボ亜科、チョウバエ属、ブユ属の一種、オオユスリカ、

ユスリカ亜科、ユスリカ科の9種です。

・優占種については、既往調査と同様に今年度の調査でもサカマキガイ、イトミミズ科、セスジ

ユスリカ等が優占しており、経年的に大きな変化はみられませんでした。

■善福寺)|’

●今年度の調査では30種の底生動物が確認されており、第一次調査から今年度の調査までに確認

された底生動物の種類数は合計47種になります。善福寺川で今回新たに確認された生物は、線

虫綱、イシビル科、スジエビ、ミナミヌマエビ、ハグロトンボ、シオカラトンボ、ブユ属の一

種、ユスリカ亜科、ユスリカ科、ヒメトビケラ科の10種です。

●イトミミズ科およびシマイシビルの2種は第一次調査よりずっと優占種として出現しており、

善福寺川を代表する底生動物であるといえます。これらは水質階級Ⅲ（α中腐水性水域）～Ⅳ

（強腐水性水域）に相当する種であることから、「かなり汚れた水域」であることがうかがえま

す。また、今回の調査ではマメシジミ属、サホコカゲロウ、コカゲロウ属が新たに優占種とし

て出現しています。

■神田川

●第一次調査から第三次調査では13～24種の底生動物が確認されていますが、今年度の調査では2

8種ともっとも多くの種類が確認されました。第一次調査から今年度の調査までに確認された底

生動物の種類数は合計40種になります。神田川で今回新たに確認された生物は、エラミミズ、

ヌマビル、アタマビル、イシビル科、アゴトゲヨコエビ、ヨシノコカゲロウ、ハグロトンボ、

アメンボ、ブユ属の一種、ユスリカ科、アブ科の11種です。

●善福寺川と同様に、神田川でもシマイシビルが経年的に|憂占種として出現しており、本種は神

田川を特徴づける種の－つとなっています。また、前回までの調査ではユスリカ類の|憂占が目

立っていましたが、今回の調査ではユスリカ類の優占度は低くなり、新たにアゴトゲヨコエビ、

コガタシマトビケラが優占種として出現しています。
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表-3.8 底生動物の優占種の変化

平成12年’
6月|'0月’

平成6年

頭~｢i雨
~さ~｢面

昭和57年

5月|10月

昭和63年

10月

●

分類群分類群 種名河川河川

●｜●’○
○’○｜●

マキガイ サカマキガイ

○ ○モノァラガイ

ﾐミズ イトﾐﾐｽ科 【， ●

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

● ● ○ ●

妙正寺川 ●ﾐｽﾐﾐｽ科

● ○ ○ ○

●
’
○
’
○

シマィシビル

エリユスリカ亜科

セスジュスリカ

凱一聖

● ● ○

●
’
一
○

●
:＝＝

今
●
｜
｜
●

○
’
’
○

○
一
一
○

●
’
’
’
○ ○
｜
●

マキガイ サカマキガイ

○ ○マメシジミ属

● ●ミミズ ●
「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

己

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

イトﾐﾐｽ科

○ ○ ● ●ﾐｽﾐﾐｽ科

● ●

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

●

●
｜
●
’
○
｜
●

シマイシビルヒノレ

○甲殻 ミズムシ

【》

●
善福寺川

○ ○

●

●
｜
●
｜
●
｜
●

●

「
ｊ

Ｆ
Ｌ

サホコカゲロウ

コカゲロウ属 ○ ○ ○ ●

● ● ○昆虫 モンユスリカ亜科

● ● ●

●
’
○

エリユスリカ亜科

● ● ● ○ ●セスジユスリカ

●
一
●

●
一
●

●
一
○

ユスリカ属

イトﾐﾐｽ科 ○ﾐミズ

ﾐｽﾐﾐｽ科

シマイシビル

●

● ● ●● ●

可
Ｊ

Ｆ
Ｌ

●
●
｜
●
｜
●

ヒノレ

●● ●甲殻 ﾐズムシ

○アゴトゲヨコエビ

● ○ ○昆虫 7刀､。刀クU1ノ

神田川
○● ● ○コカゲロウ属

● ○モンユスリカ亜科

● ● ○○エリユスリカ亜科

○ ○● ●セスジユスリカ

● ● ○ユスリカ属

● ●コガタシマトビケラ

[凡例］ ●：優占種

○：出現
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表-3.9 底生動物の出現種の変化

妙正寺川 善福寺川 神田ﾉ|’

綱 和名11 学名NC 昭和

57年 腱|鷲
平成 平成

6年12年 鯉|鯉|鷲|麓 鯉|鰈
平成

12年雲
一
一
一
一
亭
一
“
穏
融
１
割
‐

線虫綱 |Ncmatoda

ﾋﾒﾀﾆｼ |Sinotaiaquadratahistrica
ｶﾜﾆﾅ |Semisulc｡spiralibertina
上ﾒﾓﾉｱﾗｶｲ |Austr｡peplea｡llula
ﾓﾉｱﾗｶｲ |Radixauriculariajaponica
サカマキガイ Physaacuta

ﾋラマキミズマイマイ GyrauluschinensisspiriI1us

ｶﾜｺｻﾗｶｲ |Leavapexnipp｡nica
マシジミ CO｢biculaleana

ﾄプシジミ Sphaeriumjaponicum

マメシジミ属の一種 Pisidiumsp、

ナガミミズ属の一種 Haplotaxissp・

エラミミズ Branchiurasowerbyi

ｲﾄﾐﾐｽ科 Tubincidae

エラオイミズﾐﾐｽ属の一種 BranchiodriIussp・

ﾐｽﾐﾐｽ科 Naididae

ﾂﾘﾐﾐｽ科 Lumbricidae

ﾌﾄﾐﾐｽ科 MegascoIecidae

ハパヒロピル Glossiphoniaweberilata

ヌマビノレ HelobdellaStagnalis

アタマビル HeIniclepsismargmata

グロシフオニ科 Glossiphoniidae

イシピル Barbroniaweberi

シマイシピル Dinalineata

イシピル科 ErpobdeⅡidae

ミズムシ |Ase''ushi'gend｡rnhi'gend｡rn
ｱｺﾄｹﾖｺｴビ |Jes｡gammarusspin｡pa'pus

ﾃﾅｶｪﾋﾟ |Macrobrachiumnipponense
ｽｼｴﾋﾞ |Palaem｡npaucidens
ﾐﾅﾐﾇﾏｴﾋﾞ |Neocaridinadenliculala
アメリカザリガニ |Procambarusclarki!
ｻﾎｺｶｹﾛｳ |Baetissahoensis

ﾖｼﾉｺｶｹﾛｳ |Baetisyoshinensis
ｺｶｹﾛｳ属の一種 |Baetissp
ﾊｸﾛﾄﾝﾎﾞ |Ca'｡pteryxatra[o
シオカラトンポ Orthetrumalbistylumspeclosum

アカネ属の一穂 Sympetrumsp･

ｱﾒﾝﾎﾞ |Aquariuspaludumjaponicus

ｾﾝﾌﾘ属の一種 |Sia'issp.
'、イケボタル Lucioialateralis

ヒメガガンポ亜科 Limnobiinae

チヨウバエ属 Psychodasp、

チョウバユニ科 Psychodidae

ﾅﾐｶ亜科 |Culicinae
力科 Culicidae

ﾌﾕ属の一種 |Simuliumsp.

ｵｵﾕｽﾘｶ |Chir｡n｡musplum｡sus
ｾｽｼﾕｽﾘｶ |Chir｡n｡musy｡shimatsu!
ユスリカ属の一種 Chironomussp・

ｸﾘﾌﾄﾃﾝﾃｲﾍｽ属の一種 G1yptotendi配ssp・

ﾕｽﾘｶ亜科 |Chir｡n｡minae

ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 |Orth｡､nae
モンユスリカ亜科 Tanypodinae

ユスリカ科 Chironomidae

アブ科 Tabanidae

コガタシマトピケラ CheumatopsychebreviIineata

ﾋﾒﾄﾋｹﾗ科 lllydroplilidao
ﾒｲｶ亜科 |Nymphulinac

○’

’ ’○ ○’○ ○’ ○ ○ ○
’○ ○ ○｜

’ ｜ ’ ○ ’○
○ ○’○’ ○ ’○ ’○

○ ○ ○’○’○ ○ ○’○ ○’○ ○
’ ｜ ’ ’○ ’ ’

’○ ｜ ’ ○’ ’○’○’ ’
’○ ○ ○’○ ○ ○’ ’ ○’○

’○ ○’○ ’ ’○ ○
’○ ○’ ○ ○

’○’
○’ ’'○ ○ ○ ○ ○
○’○ ○ ○''○’○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

’ l ll ’ ○
’○ ’'○’○’○ ○ ○’○

○ ○ll l ’○ ○ ’○’
’ ’○’ ’○ ’○’

’ ’○’○’○’○ ○ ○’ ’○
’○ ’ ’○’ ’○ ’ ’○
’ ｜ ’ ’ ○
’ ’ ○’ ○ ○

○

○ ○ ○’○ ○ ○ ○’○ ○ ○ ○
○’ ｜ ○’ ○

○’○’○’○’ ○’○’○ ’○ ○
’ ｜ ’ ’ ○

’ ’ ○ ○’
’○’ ○’

○’
○ ○’○’ ○ ○

○’ ○’○’ ○ ○
’ ’ ○

○ ○’○ ○’○ ○’ ○ ○ ○
’ ｜ ’ ｜ ’ ○’ ○
○’○’ ○’
○’ ｜ ’ ’
’○’ ’ ○ ○’ ○

’ ’ ○
○’ ’

○’ ｜ ’ ’ ’
○’ ｜ ’ ｜ ’ ’

’○ ○ ’○ ○’ ’○ ○’○
’ ｜ ’ ’ ○’ ｜ ’ ’

○’ ’ ’○
’ ’○’ ’○’ ’ ’○

’○’ ｜ ’ ’ ’
○ ○ ○’○’○’○ ○’○’○ ○’○’○

○’○’ ’○’○’○ ’○’○’○｜
’ ’ ’○ ｜ ’ ’ ’

’ ’○’ ○’ ’ ’○’○
’○’○’ ○ ○’ ’ ’○’○

○ ’○ ○’○ ○’ ’○ ’ ’○
’ ’ ○’ ’○’ ’ ’○

’ ｜ ’ ’○
’○’ ○’ ’○ ○

’ ’ ○l l
l ’ ○’ ｜ ’ ’

4 1214122121113321321113113124128
29 48 40

ニナ

モノアラガイ

ヨ
ヨ
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杉並区環境部公寄課(1983)杉並区河川の生物(河川生物調査報告書）

杉並区都市環境部環境保全課(1989)杉並区河川の生物(第二次河川生物調査報告書）

杉並区環境部環境保全課(1995)杉並区河川の生物(第三次河川生物調査報告書）

[出典］ 昭和57年

昭和63年

平成6年
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（3）付着藻類

1）調琶結果

①沈澱舅

・沈澱舅は藻類の現存舅の多少を知る目安です。しかし、川底に沈澱した有機物などが多い場合に

は、藻類と共にそれらも測定されるので、現存臺に対して沈澱舅は多くなります。

・本調査の結果では、6月と10月とも沈澱量の少ない地点が多数ありますが、妙正寺川松下橋(M-

1）と善福寺川尾崎橋(Z-7)では、6月に15ml/50cm2以上あるいは25ml/50cm2程度と沈澱臺の

多い結果となっていました。

②出現種類

･出現種類（定性）は、調査方法に示したように、有機物を分解した試料で珪藻類の出現状況を観

察します。このため、調査した場所で生きていたのか、死んでいたのかを区別できません。死ん

でいたものでは、上流側から流されてきたものも含まれる可能性があります。このようなことか

ら、調査地点だけでなく、より上流側を含めた結果となる得ることも留意する必要があります。

・今回調査で出現した藻類の種類は、一般的な河川でよくみられるように、珪藻類が他の藻類群に

比べて圧倒的に多くなっています。また、ほとんどの地点で40種類以上が出現しました（表-3.1

O(1)(2))。

・河川別に見ると6月と10月ともに、神田川の種類が多く、6月と10月との比較では、6月に多い

傾向が認められます（表-3.10(1)(2))｡

・付言藻類群落の種類数（定臺）は、その場で生きていた種類の数を示すものです。各地点で出現

した種類数を表-3.11（1）(2)に示しました。6月には妙正寺川では10種類以下、善福寺川では20

～30種類程度、神田川ではそれより多くの種類数が出現しました。

●また、10月には妙正寺川での種類数が増加し、妙正寺川と善福寺川では20～30種類程度、神田川

では6月の傾向と同様に、他の河川より多くの種類数が認められました。

・図-3.2(1)(2)には、種類数（定臺）と出現種類（定性）をまとめて示しました。先にも述べたと

おり、種類数はその場で生きていた種類、出現種類は上流側も含めた範囲で出現した種類を対象

としています。調査結果では、各地点で種類数に比べて出現種類が明らかに多くなっています。

・この結果は、3河川の上流側では、各調査地点とは異なる多様な藻類の生育環境が存在すること

を示しています。

③現存舅

●各地点で出現した現存臺は、表-3.11(1)(2)に示したとおりです。この結果によれば、藻類現存

臺は、多数の地点で少ない傾向が認められます。ただし、藻類現存舅が多かった地点もあり、6

月の妙正寺川で6×104細胞/mm2程度、それに次いで善福寺川における6月の舂日橋(Z-6)と尾

崎橋(Z-7)、さらに同じく善福寺川における10月の井荻橋(Z-4)と和田堀橋(Z-9)で多く、こ

れらの地点では1～2×104細胞/mm2程度の藻類現存舅となっていました。

●一般的に都市河川を流れる水は窒素やリン濃度が高く、栄薑に富んでいるため、藻類現存臺は多

くなる傾向があります。しかし、本調査の3河川は、藻類現存舅の少ない傾向が示されました。
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。この要因として、藻類を餌とするユスリカやコカゲロウなどの水生動物が多いこと、降雨等によ

る増水で流失したこと、さらには川底の沈澱有機物が多く生育を阻害していること、などが考え

られます。

●一般|こ、都市河ﾉllでは、通常流量が少ないため、わずかな排水の流入でも有機物が沈殿しやすい

性格を持っています。このため、藻類が生育する石などの上に、必要以上に有機物が沈澱堆積し、

藻類を死滅させることがあります。さらに、沈殿層は脆弱なため、わずかな水流の変化で生育し

ていた藻類を押し流してしまうこともあります。このようなことが、藻類現存舅を少なくしてい

る一因になっていると考えられます。
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表-3.10(1)付着藻類の出現種類リスト

妙正寺川 善福寺川 神田川

綱 学 名NC 属 6月 10月 6月 10月 6月 10月
藍藻 カサネランソウ1 Chroococcussp ○ ○ ○

リングピア LvnEbvasD ○

oSCillatOrlaSDD ○ユレモ ○ ○ ○ ○

Phor随idiumspD ○サヤュレモ ○ ○

Xenococcus”クセノコッカス ○ ○ ○
Audouinellasp ○ ○ ○ ○

ComDsopoRonsD ○ ○
Achnanthesclevel ○ ○ ○ ○

Achnanthescoarctata ○

AchnanthesexiRua ○ ○ ○ ○
AChnantheshunEarlca ○ ○ ○

Achnanthesinflata ○ ○ ○ ○
AchnanthesiaDonlca ○ ○ ○
Achnantheslanceolata ○ ぐ） ○ ○ ○ ○

Achnantheslan“olatavar・rostrata ○ ○

○AchnantheslateceDhalum

Achnantheslaterostrata ○ ○

○Achnanthes皿nutissima ○ ○ ○○ ○

○ ○AChnanthes-mlnutissimavar・saDrophila ○ ○ ○ ○
AchnanthesperaRalli ○

Achnanthesrupestoides ○ ○ ○

Achnanthessubhudsonis ○ ○ ○ ○

AmphoraanRusta ○

○Amnhoramontana ○ ○ ○
AJnDhorapediculus ○ ○ ○ ○ ○

Aster･lonellafor肥osa ○

AuracoselraambiRua ○ ○ ○ ○

Auracoselradistans ○ ○ ○ ○

ぐ） ○Auracos“raRranulata ○ ○ ○

○Auracoselraitalica ○ ○ ○ ○
Bacillariaparadoxa ○ ○ ○

Caloneisbacillum ○ ○ ○

r）Cocconelspediculus ○ ○
Cocconelsplacentulavar ○ ○ ○ ○ ○ ○

Cyclotellacomta ○ ○
CyclotellaⅢeneRhiniana ○ ○ ○ ○
CyclotellastelliRera ○ ○ ○ ○
CYclotellasDD ○ ○

Cymbellaaspera ○ ○

○Cvmbellahustedtii

CymbellamicroceDhala ○

CVmbellamlnuta ○ ○ ○ ○
CYmbellanaviculiformis ○

○ ○ ○ ○

Cymbellatumida ○ ○ ○
Cymbellaturgidulav.nipponica ○

DiatomavulRarls ○

Epithemiasorex ○ ○
Eunotiabilunarls ○○ ○ ○
EUnotiaformlca ○

Eunotiainter畑edia ○

Eunotlapectinalis ○ ○ ○

FraRilariaberolinensls ○ ○ ○ ○
FraRilariaCaDUSlna ○ ○ ○

FraRilariacapuslnavar，Rracilis ○ ○

FraRilariacapuslnavar・vaucheriae ○ ○○ ○

Fragilariaconstruens ○ ○ ○ ○ ○ ○

FraRilariaconstruensvar、exlRua ○

Fragilariaconstruensvar.inflata ○

FraRilariacrotonensis ○ ○

○ ○ ○ ○

FraRilariaintermedia ○ (~） ○○ ○
○Fra良ilariaDmnata ○ ○ ○ ○

FrustUliarhomboides ○ ○ ○ ○

Frustuliarhomboidesvar，saxomca ○ ○ ○ ○

Frustuliavul質arls ○ ○ ○ ○

Gomphone皿aacumlnatum ○ ○

GomphopemaanRustatum ○ ○

○ ○GomphonemaanRustum ○

Gomphonemaaugur ○ ○

Gomphonemaclavatum ○ 0 ○ ○ ○
GomPhonemaclevel ○

GomphonemaRracile ○ ○ ○

○GomphonGmaparvulum ○ 0 ○ ○ ○
GnmnhonemaDseudoauHuY ○ ○ ○ ○○

○Gomphonemaquadripunctat山、 ○

｜画面画面面画面四画麺睡唖麺麺麺四画面麺面面函函四面麺麺一鋤一鋤一唖麺函面面唖睡璽圃函麺麺一蝿一綱一拓一妬一銅一躯一拍一釦一副一唾一睡一別｜弱一弱一師一記一弱一釧工剰雨雨雨雨画型型型型型型剛詞雨罰
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表-3.10(2)付着藻類の出現種類リスト

善福寺ﾉII

学 名 6月 10月 6月 10月 6月 10月

○

Hantzschiaamphioxys ○ ○

且X聖凹Hydroseratriquetra ○ ○ I ○ ○

MeloSiravarlans ○ ○ ○ ○ ○ ○

Naviculabacillum ○

Naviculacapitatoradiata ○

○Naviculacarl

○NaviculaNavicUlaconfervacea ○ ○ ○ _‐○ ○

○NaviculacrvDtoceDhala ○ ○ ○ I ○ ’ ○

NaviCulacryptotenell8 ○ ○ ○ ○

Naviculadecussls ○

NaviculaelRinensls ○ ○

NaviculaRoeppertlana ○ ○ ○ ○
○ ○ _Q－－I___Q I Or､

NaviculahalophiloideS ○ ○○ ○

○ ○NayiCulaminima ○○ ○ ○

Naviculanipponlca ○ ○○

○NavjculaDhvllepta ○

Naviculapseudolanceolata ○

○Naviculapupula ○ ○ ○ ○ ○

Navicularecens ○○

Naviculasaprophila Q_－

○Naviculaseminulum ○ ○ ○ ○

Naviculasubminuscula ○ ○ ○

Naviculasvmmetrlca ○ ○ ○ ○

NaviculatrlpunCtata ○ ○

Naviculatrivialis ○ ○

○Naviculaveneta ○ ○ ○ ○

凸
。
■
凸

Ｖａ
ｌ

ｕＣ
■
１
４

Ｖａ

Ｎ
型Naviculaviridulavar，rostellata ○ へ

Naviculavuraensls ○ ハ ○ｰ

Nitzschiaacicularis ○ ■…
○ ○NitZschiaamphibia ○ ○○ I O l O

NitzschiadisSipata ○ ○ ○

Nitzschiafilifor皿s ぐ）

一

○

○Nitzschiafrustulumvar.perpusilla ○ ○ ○ ○

○

NitzsChialinearls 0 ○ ○

○ ○ ○NitZschiapalea ○

○NitzschiaDaleacea ○ ○

Nitzschiascalpelliformis

Nitzschiasubacicularis ○ ○

Nitzschiasp ○ ○

Pinnulariabrauniivar･amphicephala ○ ○ ○

PinnulariaRibbavar、Darva ○○ ○ ○

PinnulariasDD ○ ○ 二票FF○ ○

Pleuroslralaevis ○ ○ ○ ○ ○

_QRhoicoSpheniaabbrevlata ○

○Stauronelsiaponlca ○ ○ ○

Stauronelsphoemcenteron ○

○Stephanodiscussp ○ ○

SurirellaanRusta ○

Surirellasp ○

SynedraarcUsvar・angustissima ○ 、
ゞ

･apulchellaSVnedra ○ ○

SvnedrarumDens ○

Synedraulna ○ ○ －○ ○ ○ ○

○Ankistrodesmusfalcatus ○ ○ ○

AnkistrodesmusRracilis ○ ○ ○

○ChlaInydomonasspp Q－－ f､
し

○ (~）Cladophorasp ○ ○ ○ ○ ‐
CloniophorasD ○ ○

Closterlumsp． ○

Ｉ

○

○ ○

三ﾄ号 ○

○
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○

○ ○ ○ ○
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表-3.11(1)付着藻類の出現状況（分布）【細胞数】 －6月一

調査年月日：平成12年6月20日～22日

採集方法 ：枠(5cm×5cm、2箇所）

単 位：細胞数/nn2

神田川ー害罵聿ｱ、妙正寺川’調査河川
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表-3.11(2)付着藻類の出現状況（分布）【細胞数】-10月一
調査年月日：平成12年10月16日～18日

採集方法 ：枠（5cm×5cm、2箇所）

単 位：細胞数／皿H2
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図-3.2(1)付着藻類の出現種類数（定量及び定性）－6月一

(単位:種）
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図-3.2(2)付着藻類の出現種類数（定量及び定性）-10月一

(単位:種）
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④群落組成

・各地点の群落構成は、図-3.3(1)(2)に示したとおりです。6月調査では、言福寺川と神田川の全

ての地点で珪藻類が藻類群落のほとんどを占めていましたが、例外的に、妙正寺川のみは緑藻類

がほとんどを占めていました。

●10月調査では、神田川で6月と類似して、珪藻類が藻類群落のほとんどを占めていましたが、善

福寺川の下流側の地点では緑藻類の占める割合が6月より大きくなっていました。また、妙正寺

川では、6月よりも珪藻類の占める割合が大きい結果となりました。

●緑藻類が増加する要因としては、藻類群落の遷移進行があげられます。藻類に適した生育環境が

維持された場合、遷移が進行しますが、その結果として藻類現存臺は多くなります。

●調査結果では、緑藻類の多い地点では、藻類現存臺も多い傾向があります。また、安定した生育

環境を示す藻類密度も、それらの地点では大きい傾向が示されています。

⑤優占種

・藻類群落の優占種を表-3.12にまとめました。

●6月調査では、妙正寺川で、緑藻類のイカダモScenedesmusspp.が極めて高い割合で優占種とな

っていました。善福寺川では、上流側の地点で池から流れ出したと思われる浮遊性珪藻類のオビ

ケイソウFragilariaberoliensisが優占種で、下流側では各地点で珪藻類の異なる種類が優占種

となっていました。また、神田川では、多くの調査地点で珪藻類のチャヅツケイソウMelosira

variansが優占種となっていました。

・10月調査では、妙正寺川で、緑藻類のキヌミドロStigeocloniumsp.が高い割合で|憂占種となっ

ていました。善福寺川では、上流側地点での優占種に6月調査と相違のみられないのに反して、

下流側では6月と異なり、緑藻類のキヌミドロStigeocloniumsp.やクロニオフォラCloniophora

Sp.が高い割合で優占種となっていました。また、神田川では、6月と10月調査の相違はあまり

みられず、多くの地点でチャヅツケイソウMelosiravariansが優占種になっていました。

⑥湧水に出現する藻類群集

・湧水地点の妙正寺川松下橋(M-1)と善福寺川原寺分橋(Z-3)の藻類群落について、その上下流

地点との比較を表-3.13(1)(2)にまとめました。

・6月の妙正寺川では、湧水地点と近傍の調査地点で、ともに緑藻類のイカダモScenedesmusspp.

が極めて高い割合で優占しており、双方の違いは確認されませんでした。

・これに対して、善福寺川の湧水地点では、その上下流地点でわずかしか出現していない珪藻類が

多く出現し、特に清浄な水域の指標種であるマガリケイソウAchnantheslanceolataが高い割合

となっていました。善福寺川におけるこの現象は、湧水の臺的な豊富さと水質的な良好さを示す

ものと考えられます。

・10月調査での善福寺川の湧水では、上記6月調査と同様の傾向が示されました。一方、妙正寺川

では、10月は6月調査とは異なり、河川ではまれで、清浄な水域から汚濁した水域までの指標で

あるクサビケイソウGomphonemaclavatumが高い割合で出現しました。この要因は定かではあり

ませんが、湧水という巽なる環境がこのような違いを生み出しているのではと考えられます。
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(単位:細胞数/m㎡）

58.368 図-3.3(1)付着藻類の出現状況（分布）－6月一
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図-3.12付着藻類の優占種（出現頻度第1～第3位）

河川 地点 第1位 第2位月 第3位

妙正寺川 松下橋 6月 Scenedesmusspp. CladophorasP. Gomphonemaparvulum

Gomphonemaparvulum10月 StigeocloniumsP. 0edoginiumsp.

6月 Fragilariaberolinensis Nitzschiafrustulum

var.perpusilla

Audouinellasp.

美濃山橋

10月 FraRilariaberolinensis Auracoseiraitalica Hildenbrandiarivularis

寺分橋 6月 Fragilariaberolinensis Audouinellasp. Melosir･avarlans

10月 Fragilariaberolinensis Cladophora_sp. Naviculahalophiloides

井荻橋 6月 F1･agilariaberolinenSis StigeocloniumsP. Auracoseiraitalica

Melosiravarians善福寺川 10月 FraRilariaberolinensis Naviculaconfervacea１
，
つ
Ｉ

春日橋 6月 Naviculasaprophila Nitzschiapalea Naviculaminima

10月 Cloniophorasp. Svnedraulna Naviculaconfervacea

尾崎橋 6月 Cocconeisplacentula Cvclotellameneghiniana Gomphonemaparvulum

10月 Stigeocloniumsp Achnanthessubhudsonis Naviculaminima

和田堀橋 6月 Cyclotellameneghiniana Melosiravarians ScenedesmussPp.

10月 SLigeocloniumsp Nitzschiaamphibia Naviculaveneta

井の頭線

車庫脇

6月 Melosiravarians NavicUlahaloPhiloides AUdouinellasp.

10月 Melosiravarians Audouinellasp Auracoseiradistans

Stauroneis.japonica

鎌倉橋神田川 6月 Melosiravarians FraRilariaintermedia Nitzschiapalea

10月 Melosiravarians Audouinellasp Stauroneisjaponica

6月 Nitzschiaamphibia Melosiravarians Scenedesmusspp.

方南第一橋 10月 Naviculagreraria Naviculayuraensis Naviculaviridulavar.

rostellata



◆妙正寺川及び湧水(M-1松下橋)の主要な付着藻類◆
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◆善福寺jllの主要な付着藻類（その1)､
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◆善福寺川及び湧水(Z-3原寺分橋)の主要な付着藻類（その2)､
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◆善福寺川の主要な付着藻類（その3）◆
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◆神田川の主要な付着藻類◆
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表-3.13(1) 湧水地点（妙正寺川M-1と善福寺川Z-3)と隣接地点の付着藻類群落-6月－

調査河川

調査地点

妙正寺川 善福寺川

松下橋 松下橋

(湧水）

寺分橋 原寺分橋

（湧水）

井萩橋

綱 学 名属No. St.No M-1_IM-1IZ-2IZ-3IZ-4
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~~~‐~~~~＝｜
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表-3.13(2) 湧水地点（妙正寺川M-1と善福寺川Z-3)と隣接地点の付着藻類群落-10月一
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｜
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調査河川

調査地点

St､NC
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ulata
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desvar･saxonica

S
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V，turrlS

um

1cum
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augUr

妙正寺川

M－1

1．8

0．3

3.6

0.6

1．5

0.3

4.2

0．3

3．3

0．3

9.3

(湧水）

M－1

0.5

1．4

0.2

0.7

1．8

34．9

11．3

0.2

善福寺川

Z－2

0.8

0.8

8.6

2.6

6.0

0．5

().8

0．8

29．2

2.6

5．1

1．7

0．8

0．8

(湧水）

Z－3

0.3

0.3

0.5

28．9

0.5

0.3

0．3

0．3

34．8

松下橋 松下橋 寺分橋 原寺分桶 井萩橋

Z－4

0.6

6.3

3.6

0．1

0.6

0．1

0．3

5.5

31．9

0.3

1．9

0．8

0．3

0.6

0．1

0．8

0．6



2）水質判定結果（珪藻の有機汚濁指数による）

･付言藻類のなかで、珪藻類は、水質との関係がよく検討され、多くの種類が水質の指標として利

用されています。そこで、ここでは珪藻を用いた有機汚濁指数（渡辺1988）により、水質判定

を行うこととします。

・有機汚濁指数DAIpo*は、100-(ZSpi+1/2ZEsl)で算出されます。ここで、Spiは有機汚濁に耐性

のある好汚濁性種の相対頻度、Esjは環境適応性の大きい広適応性種の相対頻度です。

・また、有機汚濁指数はOから100までの値となり、Oに近いほど水質は汚濁、100に近いほど清浄

なことを示します。ちなみに、O～19は強腐水性水域（Ⅳ)、20～34はα－中腐水性水域（Ⅲ)、

35～49はβ－中腐水性水域（Ⅱ)、50～100は員腐水性水域(I)となります。

･有機汚濁指数DAIpoを、表-3.15(1)(2)にまとめました。この結果、6月の調査では、

善福寺川の美濃山橋(Z-1)、寺分橋(Z-2)、井荻橋(Z-4)までの上流側の地点と、神田川の丼の

頭線車庫脇(K-1)と鎌倉橋(K-3)の上流側の地点で、水質が良好であることを示す「貧腐水性水

域」と判定されました。

妙正寺川の松下橋(M-1)と神田川下流側の方南第一橋(K-5)では、やや水質が悪化していること

を示す「β－中腐水性水域」と判定されました。

また、善福寺川の下流側では水質の悪化を示す「α－中腐水性水域｣、あるいは「強腐水性水

域」と判定された地点もありました。

・10月の水質判定結果の地点間の傾向は、6月と類似していますが、6月に比べて水質の回復を示

す傾向が認められます。その内容は、

妙正寺川の松下橋(M-1)と善福寺川の上流側の地点、さらに神田川の全地点で「貧腐水性水域」

と判定されました。

また、これら以外の地点は全て「β－中腐水性水域」と判定されました。

*:DAIpo(DiatomAssemblagelndextoOrganicWaterPollulion)

表-3.14 付着藻類の有機汚濁指数(DAIpo)による水質判定結果

調査時期

’10月6月

Ⅱ I

I I

I I I

l Ⅱ

Ⅳ Ⅱ

Ⅱ I

Ⅲ Ⅱ

I I

I I I

Ⅱ I

河川名 地点名 平均

妙正寺川 松下橋

美濃山橋

寺分橋

井荻橋

春日橋

尾崎橋

和田堀橋

井の頭線車庫脇

鎌倉橋

方南第一橋

I/n

1

1

I/n

I1/IV

I/n

I1/m

1

1

1/n

善福寺川

I:貧腐水生水域

Ⅱ：β中腐水生水域

IⅡ：α中腐水生水域

Ⅳ：強腐水生水域

神田川
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表-3.15(1) 付着珪藻類指標性区分と有機汚濁指数(DAIpo)-6月一
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表-3.15(2) 付着珪藻類指標性区分と有機汚濁指数(DAIpo)-10月一

調査地点
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3）既往調琶との仕較

●昭和57年から平成12年の今回調査までの、計4回の調査における出現種類の変化を表-3.16にま

とめました。昭和57年と昭和63年は1回の調査結果であるのに対して、前回の平成6年は今回と

同様に年間2回の調査を行っています。今回の調査において各河川で確認された出現種類は、前

回の平成6年の2倍以上となり、近年になって多くの種類が各河川で出現するようになったこと

を示しています。

・また、平成6年と今回の調査結果で得られた有機汚濁指数DAlpoを表-3.17にまとめました。

■妙正寺川

今回調査では6月に水質は悪化し、10月には回復していることが示されており、平成6年調査と

比較しますと、全く逆の結果となりました。この理由は定かではありませんが、水質的には、「貧

腐水性水域」から「β－中腐水性水域」までの間で変動する河川ということが言えそうです。

■善福寺川

今回調査と前回調査とを比べてみますと、今回6月調査において下流域の水質悪化がみられます。

ただし、この悪化も10月には回復しており、特に舂日橋(Z-6)では、大幅に回復し、全体的にい

えば良い方向に向いています。他の2河川とも同様ですが、杉並区内の河川は、通常時は水舅が

わずかなため、微少な環境変化を敏感に反応する性格を持っているようです。

■神田川

平成6年調査でも比較的良好な水質との結果になっていますが、今回調査では、その結果がさら

に進み、水質が良くなる結果となっています。

表-3.16 各調査における付着藻類の出現種類数の変化

表-3.17 前回調査（平成6年）と今回調査における有機汚濁指数(DAIpo)の比較

■指数(数字)の意味：数字が小さいほど水質は汚く、大
O～19：強腐水性水域(|V）20～34：α－中腐水性水域

とを示します。

中腐水性水域(||）50～100：貧腐水性水域（｜）
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妙正寺川

善福寺池の水路

善福寺川

1 田川
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車庫脇
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鎌倉橋 方南第一
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50
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(4) 魚 類

1） 調琶結果

・魚類の出現種リストを表-3.18、調査時期別の出現状況を表-3.19(1)(2)および図-3.4(1)(2)、測

定結果を付表-A、Bにそれぞれ示します。

・今年度の調査で採捕及び目視観察により確認された魚種は、調査水域全体で合計15種になります。

採捕個体数がもっとも多かった魚種はドジョウで、次いでトウヨシノボリ、モツゴ、オイカワ、

タモロコの順で多く採捕されました。また、目視観察により、妙正寺川を除く全ての地点で大型

のコイが数多く確認されました。なお、採捕および観察で確認された魚類のなかに、奇形魚は認

められませんでした。

・河川別にみた魚類の出現状況は、以下のとおりです。

■妙正寺川

・6月、10月の両時期ともドジョウ1種しか確認されませんでした。妙正寺川の調査地点周辺の

環境は、流路はコンクリート三面張護岸で、平水時は流量がほとんどなく、また、魚類の隠れ

場や休み場となる水草等のカバーや水深の深い淵などもないため、魚類の生息にはまったく適

していません。そのため、採捕されたドジョウは、調査地点付近に定薑して生息している個体

ではなく、上流部の妙正寺池などから流出してきた個体であると思われます。

■善福寺川

・調査の対象となった3河川のなかでもっとも多くの魚種が出現しており、6月、10月を通して

計15種の魚類が確認されました。出現種のうちもっとも数多く採捕された魚種はドジョウで、

次いでトウヨシノボリ、オイカワ、カワムツA型、モツゴの111頁で多く見られました。また、目視

観察により6月に和田堀橋(Z-9)でナマズが確認され、10月に原寺分橋(Z-3)でカムルチー

が確認されました。

｡流れに沿った魚類の出現状況をみると、上流域ではオイカワ、カワムツA型、トウヨシノボリな

どが多く出現していますが、川幅が広がる原寺分橋(Z-3)を境に、これより下流側の地点では

ドジョウが多く出現しています。

・調査時期別にみると、ドジョウは6月調査時にはそれ程採捕されませんでしたが、10月調査時

には非常に多く採捕されています。これは、6月はドジョウの産卵期にあたり、産卵場となる

周辺の水路、細流等へ移動したため、善福寺川の本流では採捕個体数が少なかったものと思わ

れます。

・特異な種として、10月に美濃山橋(Z-1)でギバチが1個体、ブルーギルが3個体、井荻橋(Z

－4）でエンゼルフィッシュが1個体、それぞれ確認されました。ギバチは水質汚濁や河川改修

等による環境変化に弱い種で、また都内（23区）ではほとんど絶滅したとされていることから、

善福寺川においては在来種であるとは考えにくく、飼育されていた個体が放流されたものと考

えられます。

・ブルーギルは近年全国的に分布を広げており、多くは釣り人、マニア等による違法放流が原因

とされています。一般に本種が放流された水域では、在来種が減少してしまうなどの生態系の

変化がしばしばみられます。また、エンゼルフイッシユについては、原産地が南米アマゾン。
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ギアナ地方であるため、観賞魚として飼育されていた個体が放流されたものと考えられます。

■神田川

・6月、10月を通じて計10種の魚類が確認されました。もっとも多く採捕された魚種はモツゴで、

次いでタモロコ、ドジョウ、コイ、ギンブナ、トウヨシノボリの順で多く見られました。また、

目視観察により、6月に丼の頭線車庫脇(K-1)でナマズが確認されました。

。流れに沿った出現状況をみますと、タモロコ、モツゴ、コイは全ての調査地点で採捕されてお

り、神田川に広く分布していると考えられます。

・調査時期による魚類相の大きな変化は、特に見られませんでした。

●特異な種として、丼の頭線車庫脇(K-1)、錦橋(K-2)及び方南第一橋(K-5)でブルーギルが

確認されました。善福寺川と同じく、違法放流によるものと推測されます。
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表-3.18 魚類の出現種リスト

調査年:平成12年

｜

’

善福寺川 神田川

6月｜】0月

妙正寺川

科 和名目 学名No 6月’10月’6月|10月

タモロココイ コイ

○
’
○
一
○

○

○
’
○

1 Gnathopogonelongatuselongatus

モツゴ

２

○ ○Pseudorasboraparva

オイカワ ○3 Zaccoplatypus

Zaccosp.カワムツA型 ○

○
○
○
○

4

ギンブナ ○ ○5 Carassiusauratuslangsdorfii

Cyprinuscarpioコイ ○ ○ ○6

ドジョウドジョウ ○ ○ ○ ○ ○

７

Misgurnusanguillicaudatus

ナマズナマズ ナマズ ○ ○8 Silurusasotus

ギバチギギ

メダカ

サンフィッシュ

○9 Pseudobagrustokiensis

ﾒダカダツ ○ ○10 Oryziaslatipes

ブルーギルスズキ ○11 Lepomismacrochirus

○
’
○

ﾄウヨシノボリハゼ ○ ○12 Rhinogobiussp.OR

ヌマチチブ ○13 Tridentigerbrevispinis

カムルチータイワンドジョウ ○14 Channaargus

エンゼルフィッシュ ○15 シクリッド Pterophyllumsp.

1 101 10
ケ

イ 8
種類数合計

1 15 10

注）和名･学名およびその配列は,中坊徹次篇｢日本産魚類検索｣(東海大学出版会,1993年)を参考にした。
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’

表-3.19(1) 魚類の出現状況一6月一
調査年月日:平成12年6月20日～6月22日

調査手法：投網,タモ網,サデ網,セルビン,網カゴ

単 位 ：個体

善福寺川 神田lli妙正寺川調査河川

l

車庫脇車庫脇

鎌倉橋鎌倉橋尾崎橋尾崎橋 宮下橋宮下橋 和田堀橋 井の頭線井の頭線和田堀橋 錦橋錦橋 蔵下橋 方南第一橋蔵下橋美濃山橋

'零分橋’
原寺分橋寺分橋

l
井荻橋 明神橋明神橋 春日橋春日橋調査地点 松下橋

科 和名目NC

l Z-41Z-51Z-61Z-71Z-81Z-91K-]|K-2IK-31K-41K-5
■■■, | || | | ] | || ｡ l ↑『)I E I E

M-｣|Z-｣||Z-21Z-3St､NC

ワ
ム 12 6 51タモロココイ コイ1

12

７

5 1l 13モツゴ 4 1 1Z

オイカワ 2 12 13

●カワムツA型 4 1714

弓

《》

ギンプナ 5 4 15

● 寺 色 ●● ● 【， ●

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

● ● ● 6 6コイ6

ゴ

ー

「
Ｊ

ｒ
Ｌ

【， 5ﾄジョウ 2 4ﾄジョウ7

● ●ナマズナマズ ナマズ8

ﾒダカ 1ダツ メダカ9

ﾄウヨシノボリ 23スズキ ノ､ゼ 1410

ヌマチチブ 211

12 23個体数合計 6 18 350

２

1423 20 18 0 00 1

種類数合計 4 34 4

２

2 2 2

７

46 5 4 11

注）●印は目視観察のみで確認したことを示し,個体数合計には含めなかった。



表-3.19(2) 魚類の出現状況一10月一

単 位

調査年月日 平成12年10月16日～10月18日

調査手法 投網,タモ網,サデ綱,セルピン,網カゴ

個体

妙正寺川 善福寺j|’調査河川 神田jll

調査地点 松下橋

M－1

美濃山橋 寺分橋 宮下橋 井の頭線

車庫脇

鎌倉橋 方南第一橋原寺分橋 井荻橋 明神橋 春日橋 和田堀橋 錦橋 蔵下橋尾崎橋

科 和名目NC

Z-l l Z-2 I Z-3 1 Z-4 I Z-5 I Z-6 11 Z-7 1 Z-8 11 Z-9 I K-1 11 K-2 11 K-3 I K-4 I K-5St､NC

タモロコ 8 6コイ コイ 1 1 51

モツゴ 3

２

61 1 5 8 1 4

２

●オイカワ 353

カワムツA型 14

ギンブナ 25

ｌ
「
函
Ｉ

● ● ● ● ● ● ● 今 ● ● ● ●コイ 16 1

ﾄジョウ 3 16 21 60 31 27 91 11ﾄジョウ

７

ギバチナマズ ギギ 18

ﾒダカダツ ﾒダカ

２

9

ブルーギル ● ●スズキ サンフィッシュ 310 1

ﾄウヨシノボリ ●ハゼ 30 25 2 61 1 411

●タイワンドジョウ カムルチー12

エンゼルフィッシュシクリッド13 1

’個体数合計 3 37 63 3 12 20 221 16 21 63 31 29 11 16

種類数合計 61 5 4 5 3 2 2 4 2 4 6 5 4 4

注）●印は目視観察のみで確認したことを示し,個体数合計には含めなかった。



図-3.4(1) 魚類の出現状況（分布）－6月一

(単位:尾）
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2） 魚類と生息環境

●魚類の羊雲出現種を写真-3.18に、また、出現魚類の生態を表-3.20に示します。

。一般に、河川や湖沼に生息する魚類のなかには、イワナやヤマメのように清浄・冷涼な水質を好

むもの、トゲウオなどのように湧水に依存するもの、コイやフナのようにかなり汚れた水質にも

住めるものなど、種によって水質汚濁に対する耐性はさまざまに異なります。また、強腐水性水

域では魚類は種類数、個体数とも著しく減少することもよく知られています。

・しかし一方で、魚類は墓本的に水域を移動することが自由で、加えて水質以外にも流況、底質、

河川の形態、他魚種との拮抗関係など、さまざまな環境の複合によってその生息が規定されるた

め、「水の汚れ」を判定するための指標生物として魚類を扱うことは困難です。

・河川では「イワナ・ヤマメ（アマゴ）区｣、「アユ・ウグイ区｣、「コイ・フナ区」といった区分け

をされることがありますが、これは本来は河川形態と流程分布に対応する区分けであり、水質の

汚れと関係づけるのは正しくありません。

。以上の理由から、今年度の調査では、前回調査と同様に魚類による水質判定は行いませんでした。
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表-3.20 魚類の生態

｜和名’和名写真(No.) 地理約分布 ｜食性’食性 繁殖 備考

写真一

3.18(1)

タモロコ

殖により北海道を除く日本各地

本州中部以西､愛媛県､九州北部｡移 動物食に偏った雑食性 4～7月

水草等に産卵

琵琶湖にはよく似たホンモロコが

いる

写真一

3.18(2)

モツゴ

国、九州､朝群半鳥､台湾、中国､移植

により日本各地

関東地方及び新潟県以西の本州、四 雑食性 関東での地方名はクチボソ4～8月

ヨシの茎や石の裏面に産

卵

写真一

3．18(3)

本州、四国､朝鮮半島､台湾、中国､移

殖により北海道を除く日本各地

オイカワ 雑食性 5月下旬～8月下旬

流れの接い平瀬の砂礫底

関東での地方名はヤマベ

写真一

3.18(4)

カワムツA型
側、九州北部､移殖により関東地方

中部地方以西の本州、四国の瀬戸内 雑食性 6～7月

淵尻から平瀕の浅場

日本固有種

写真一

3.18(5)

ギンブナ 日本各地 雑食性 4～6月

増水時に水面の水草など

に産卵

関東地方には雄が少なく､雌だ

けで繁殖

写真一

3.18(6)

北海遭､本州、四国､九州、ヨーロッパ、
アジア

動物食に偏った雑食性コイ 都内河川に多く放流4～7月

水面の水草などに産卵

写真一

3.18(7)

ﾄジョウ
タイ北部､移殖により日本全土 動物を主とした雑食性

水中の酸素が少ない場合には、

水面にあがって腸呼吸を行うこと

がある

本州、四国、九州、東アジア～ベトナム・ 泥土中の有機物､底生 4～7月

水田などの泥上

ナマズ 本州、四国、九州、朝群半島､台湾、
中国､ベトナム北部 ど

夜行性小型の魚類エビ類な 5～6月

水田などの浅場に移勤して
産卵

写真一

3.18(8)

ギバチ

付近および富山県までの本州

岩手･秋田両県下から神奈川県小田原 水生昆虫など 水質汚濁や河川改修による環境

変化に弱い｡善福寺川で採捕さ

れた個体は､生息環境から見ると

在来種であるとは考えにくく、飼育
されていたものが放流された可能

性が高い。

6～8月

石の下面などに産みつける

写真一

3.18(9)

ﾒダカ
近年､北海道でも移植による分布が認

められる。

~下昆虫などを食う雑食
性

本州以南から琉球列島まで分布する。 プランクトンや小さな落 4月～8月

水草などに付着卵を産み
つける

善福寺川及び神田川で採捕され

た個体は､生息環境から見ると、
いずれも在来種であるとは考えに

くく、飼育されていたものが放流さ

れた可能性が高い。

写真一

3.18(10）

ブルーギル 本来の分布は北アメリカの中東部一帯。

移植により日本各地の河川や湖沼に分

布している。

エビ類などを好む雑食

性。

浮遊動物､水生昆虫、 6～7月

雄が砂泥底にスリバチ状の

産卵床をつくり､雌を呼び

入れて産卵する｡産卵後、

雄が卵や仔魚を保護する。

日本には1960年に移入された

写真一

3.18(11)

ﾄウヨシノボリ 琉球列島を除く全国各地 水生昆虫類など 5～7月

石の下面に産卵

地域または個体によって模様や生

活型が異なる

北海道から九州まで広く分布する写真一

3.18(12)

ヌマチチブ 雑食性 河川の汽水域から中流域､汽水

湖､溜池など､さまざまな場所に生
息する。

4月～8月

転石の下や石垣のすきまを

産卵室とし､天井部に卵を

産みつける

本州、四国､九州の平野部の湖沼や河

川に分布している。

ど
カムルチー 原産地はアジア大陸東部｡移植により 小型の魚類エビ類な 5～8月

卵は浮遊性で､雄雌が共
同で浮巣をつくり、ドーナツ

状の巣内部の中空部に産

みこまれる。

日本へは1920年代に朝鮮半島か

ら移入された

写真一

3.18(13)

エンゼルフィッシュ 原産地は南米のアマゾン､ギアナ｡我が

国には観賞用として数種類が移入され

ている。

採捕個体は､観賞魚が放流された

ものと考えられる。
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写真-3.18(1)

タモロコ

写真-3.18(2)

モツゴ

写真-3.18(3)

オイカワ

写真-3.18(4)

カワムツA型
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写真-3.18(5)

ギンプナ

写真-3.18(6)

コ イ

写真-3.18(7)

ドジョウ

写真-3.18(8)

ギバチ
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写真-3.18(9)

ﾒダカ

写真-3.18(1()）

ブルーギル

写真-3.18(11）

ﾄウヨシノボリ

写真-3.18(13）

写真-3.18(12）

ヌマチチブ



3） 既往調琶との比較

・第一次調査（昭和57年）の結果を付表-13、第二次調査（昭和63年）の結果を付表-14、第三次調

査（平成6年）の結果を付表-15に、また、優占種の変化を表-3.21に、出現種の変化を表-3.22に

示します。河川ごとに魚類の出現状況の変化を比較すると、以下のとおりです。

■妙正寺川

･今年度の調査では、前回（平成6年）調査と同様、ドジョウ1種が採捕されたにとどまりました。

前に述べたとおり、採捕されたドジョウは妙正寺川の調査地点付近に定言して生息している個

体ではなく、上流部の妙正寺池などから流出して、一時的に生息していた個体であると思われ

ます。

■善福寺川

・今年度の調査では15種の魚類が確認されており、第一次調査から今回の調査までに確認した魚

類の種類数は、合計24種になります。言福寺川で今回新たに確認された魚種は、ギバチ、ブル

ーギル、ヌマチチブ、カムルチー、エンゼルフイッシュの5種です。一方、過去の調査で出現

しているタイリクバラタナゴ、ウグイ、キンブナ、ゲンゴロウブナ、キンギョ、カダヤシ、グ

ッピー、オオクチバス、ウキゴリといった魚種は今回の調査では生息が確認されませんでした。

･第一次調査から今年度の調査までに、モツゴ、カワムツA型、ギンブナ、ドジョウ、トウヨシノ

ボリの5種が優占種として出現しています。これらのうちカワムツA型は、第一次（昭和57年)、

第二次（昭和63年）調査では出現しておらず、今回の調査では6月に多く採捕されています。

また、ギンブナについては今回の調査では目視観察されただけにとどまり、確認数も多くはあ

りませんでした。

■神田川

・今年度の調査では10種の魚類が確認されており、第一次調査から今回の調査までに確認した魚

類の種類数は、合計15種になります。神田川で今回新たに確認された魚種はメダカ、ブルーギ

ルの2種です。一方、過去の調査で出現しているタイリクバラタナゴ、オイカワ、キンブナ、

ゲンゴロウブナ、キンギョは今年度の調査では生息が確認されませんでした。

・第一次調査から今年度の調査までに、タモロコ、モツゴ、オイカワ、トウヨシノボリの4種が

優占種として出現しています。前回（平成6年）調査で優占種となっているオイカワは、今回の

調査では神田川においては確認されませんでした。その他の3種は、今年度調査においても多

くの個体が採捕されています。

－79－



表-3.21 魚類の優占種の変化

平成6年

6月|10月

昭和57年

10月

昭和63年

10月

平成12年

6月l'0月
河川 種名

妙正寺川 ﾄジョウ ● ●

モツゴ ○ ● ○ ○ ○

カワムツA型

ギンブナ

○

▲】

善福寺川 ● ○ ○ ○

ﾄジョウ ○ ○ ● ● ○ ●

ﾄウヨシノボリ ○ ○ ● ○ ○ ○

タモロコ ○ ● ○ ○ ○

モツゴ ● ○ ○ ○ q】 ●

神田ﾉI|

オイカワ ○

「
Ｊ

Ｆ
Ｌ

ﾄウヨシノボリ ○ ● ○ ○ ○

[凡例］ ●：最も多く採集された種

○：採集された種
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表-3.22 魚類の出現種の変化

神田川妙正寺ﾉ|’ 善福寺川

和名科

57年

昭和 昭和

63年 12年

平成

6年

平成

12年57年

輪
奔 平成 昭和 昭和

63年

平成

12年

平成

6年

画画・’

57年

昭和 昭和

63年

NC

gL
○’○

タイリクバラタナゴ

タモロコ

ウグイ

モッゴ

オイカワ

カワムツA型

キンブナ

ギンブナ

ゲンゴロウプナ

キンギョ

コイ

コイ コイ1

○

２
－
３
’
４
’
５

－

○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
’
○
○

ol○

三房○6

引石

ナ
ダ
カ
ス

マ
シ
ダ
ズ

○

○
’
○
’
○
○
’
○
’
○

○
’
○
’
○

○
’
○
’
○

○
’
○
’
○

’○一○’○’

○
’
○
’
○
’
○
’
○

○
’
○

○ ○ドジョウ

ナマズ

ギギ

メダカ

ドジョウ

ナマズ

ギバチ

メダカ ○○

○カダャシ

グッピー ○

○オオクチバス

ブルーギル

トウヨシノボリ

ウキゴリ

ヌマチチブ

カムルチー

エンゼルフィッシュ

’○’○’

’ ’ ’○’ ’ ’

○’○’○''○''○’○’○
’ ’○｜ ’ ｜ ’

７
’
８
’
９
｜
岨
一
皿
一
旭
咽
一
Ｍ
脂
陥
一
Ⅳ
咽
一
四
一
加
一
皿
一
一
理
一
羽

ナマズ

カダヤシ カダヤシ

スズキ サンフィッシュ

ﾉ､ゼ

○

○
’
○

タイワンドジョウ

シクリッド24

71711121]o
15

0 01111
1

1018114115
24

種類数合計

[出典］ 昭和57年：杉並区環境部公害課(1983)杉並区河川の生物(河川生物調査報告書）

昭和63年：杉並区都市環境部環境保全課(1989)杉並区河川の生物(第二次河川生物調査報告書）

平成6年：杉並区環境部環境保全課(1995)杉並区河川の生物(第三次河j||生物調査報告書）
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(5) 水 草

1） 調宣結果

・水草の出現種リストを表-3.23に、調査時期別の出現状況を表-3.24(1)(2)に示します。

・調査水域全体で合計4種の水草（沈水植物）が確認されました。なお、「ミクリ科の一種」とした

個体については、開花していない状態であったため種までの同定は避けました。河川別にみた生

育確認状況は、以下のとおりです。

■妙正寺川

・ミクリ科の一種が単独、あるいは数株で生育している様子が確認されました。妙正寺川はコンク

リート三面張護岸の河川であるため、水草の生育には適した環境ではありません。今回の調査結

果はそれを反映したものであり、確認されたミクリ科の－種は、河床に砂が堆積したごく一部の

場所で生育していました。

■善福寺川

・オオカナダモ、エビモ、アイノコイトモ、ナガエミクリの計4種の生育が確認されました。なか

でも、オオカナダモはかなり広い範囲で優占的に生育しており、調杳反内の河床を震い尽くすよ

うに群生していた地点もありました。また、アイノコイトモも広く分布していました。

・美濃山橋(Z-1)及び寺分橋(Z-2)では、水草の生育は確認されませんでした。美濃山橋周辺は

コンクリート三面張護岸であり、寺分橋周辺は河床材料が軟泥であったため水草の生育には適し

た環境ではないためと思われます。

■神田川

・オオカナダモ、アイノコイトモ、ミクリ科の一種の計3種の生育が確認されました。これらのう

ち、オオカナダモ、アイノコイトモは全ての地点で生育が確認されました。ミクリ科の－種は丼

の頭線車庫脇(K-1)で多く生育していました。

表-3.23 水草の出現種リスト

１
０
月
○
○
○
３

川
３

月
４

○
○
○
○

Ｉ
０

１
１

福善
月
○
○
○
○
４

月
○
１

１
Ｏ

ｊ
１

正妙
月
○
１

学 名科 和 名

寺
１

10月

６

6月

寺
４

10月

細
明
○
○
○
３

6月6月綱NC

単子葉植物 ﾄチカガミ オオカナダモ

エビモ

アイノコイトモ

ナガエミクリ

｜ﾐｸﾘ科の一種

Egeriadensa

Potamogetoncrispus

Potamogetonorientalis

Sparganiumjaponicum

病

Dparganlaceae

ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ

ヒルムシロヒノレムシロ

ミクリミクリ

種類数 合計
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表-3.24(1) 水草の出現状況一6月一

調査年月日：平成12年6月20日～6月22日

調査方法:目視観察

表示方法:群度

神田川善福寺jll妙正寺川調査河川

車庫脇

井の頭線 錦橋宮下橋 和田堀橋美濃山橋 寺分橋 原寺分橋 井荻橋 明神橋 春日橋 尾崎橋 鎌倉橋 蔵下橋 方南第一橋調査地点 松下橋

綱 科 和名No

M-11Z-111Z－21Z-3IZ-41Z-511Z-611Z-71Z-811Z-911K-11K-21K-311K-41K－5St,NC

オオカナダモ単子葉植物 ﾄチカガミ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋ 十十1 ＋＋＋ ＋＋＋＋＋十十

エビモヒルムシロ ＋＋ ＋2

アイノコイトモ ＋＋十3 ＋＋＋ ＋ ＋＋ ＋＋＋＋＋＋ ＋＋ ＋＋

ナガエミクリﾐクリ ＋＋

１
画
い
Ｉ

4

ﾐｸﾘ科の一種 ＋＋＋ ＋＋ ＋＋

2 2 13 3 43 3

２

240 0 11

種類数合計
451

非常に多く,調査区内の河床の50%以上に生育する。

多いが,生育面積は調査区内の河床の50％を越えない。

調査区内に群落が点在する。

単独に,あるいは数株が生育する。

[凡例］＋++＋

＋＋＋

＋＋

＋



表-3.24(2) 水草の出現状況一10月一

調査年月日：平成12年10月16日～10月18日

調査方法:目視観察

表示方法:群度

善福寺川 神田川妙正寺川調査河川

車庫脇

井の頭線 錦橋宮下橋 和田堀橋美濃山橋 寺分橋 原寺分橋 井荻橋 明神橋 春日橋 尾崎橋調査地点 松下橋 鎌倉橋 蔵下橋 方南第一橋

科綱 和名NC

M－llZ-11Z-21Z-311Z-411Z-51Z-61Z-711Z-81Z-911K-11K-21K-311K-41K-5St･NC

オオカナダモ単子葉植物 ﾄチカガミ ＋＋＋ ＋＋＋ ＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋＋＋ ＋＋ ＋＋＋＋ ＋1 ＋＋＋ ＋＋＋

ヒルムシロ エビモ2 ＋＋

アイノコイトモ ＋＋ ＋＋＋ ＋＋3 ＋ ＋＋＋ ＋ ＋＋十 ＋＋

１
画
《
Ｉ

ナガエミクリミクリ4 ＋＋

ﾐｸﾘ科の一種 ＋＋＋ 十十 ＋＋

222 2 3 3 32 3 10 0 41 1

種類数合計
351

非常に多く,調査区内の河床の50%以上に生育する。

多いが,生育面積は調査区内の河床の50％を越えない。

調査区内に群落が点在する。

単独に,あるいは数株が生育する。

I凡例］ ＋＋＋＋

＋＋＋

＋＋

＋



2） 生育種

●水草の生育確認種を写真-3.19に示します。

h恥ニー△も

●

－幕”．

可

苧

撮影地 善福寺川宮下橋(Z-8)付近

写真-3.19(1) オオカナダモ

南米原産。日本には雄株が帰化｡北海道を除く各地の湖沼、溜め池､河川、水路に侵入して

定着し、時に純群落を形成します｡花期は5～10月。植物体は冬季も枯れず､そのまま越冬しま

す。日本へは植物生理学の実験植物として導入されました｡野生化は1940年代までさかのぼる

ことができます．問題雑草として注目されるようになったのは1970年代に琵琶湖で大繁茂してか

らですが、それ以前に九州北部や中国地方西部にはかなり広がっていたと思われます。日本で

は切れ藻による栄養繁殖で分布を広げました。
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｢－－ 写真-3.19(2)エビモ

全国の湖沼、溜め池､河川、水路などさまざまな水域に生育する沈水植物。流水域にはも

っとも普通の種類で水質汚濁にも強い。花期は5～9月．晩春から殖芽を形成し始めます。止

水域では初夏までに多くの殖芽を形成し植物体は枯死し､秋になって殖芽が発芽し翌春まで

成長を続け、殖芽が越夏芽の役割を果たします。流水域では夏も消えることなく、秋まで殖芽

の形成を続けながら通年生育し､殖芽は栄養繁殖の手段となります←となります。

「－－ 写真-3.19(3)アイノコ イトモ

全国の河川や水路、まれに湖沼や溜め池にも

花は開かない場合が多く、開いても花粉が不稔

生育する沈水植物。 花期は7～9月ですが

開いても花粉が不稔で結実しません。
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、
、

”

F

豆

撮影地：善福寺川井荻橋(Z-4)付近

写真-3.19(4)ナガエミクリ

北海道南西部と本州以西の湖招、溜め池､河川、水路などに生育する多年生の柚水～浮

葉植物。特に流水域における出現頻度が高く沈水状態もみられます｡神田川では沈水状

態で広くみられます。花期は6～9月。

－87－



3） 水草による水質判定

・水草の生育状況と水の汚れには表-3.25のような関係があることが知られています｡これによると、

東京都内の河川で見られる水草のうち、比較的きれいな水域に生育する種としてセキシヨウモ、

オランダガラシ、かなり汚れた水域に生育する種としてヤナギモ、オオカナダモ、その中間的な

水域に生育する種としてコカナダモ、エビモなどが挙げられています。ただし、いずれの種も水

質汚濁に対する耐性にはある程度の幅を持っています。

●今回の調査結果から各河川における水草の生育状況と水質との関係をみると、以下のとおりです。

●妙正寺川の調査地点（松下橋）では、ミクリ科の－種が数株見られたのみで、それも上流部から

の流下等により一時的に定言したものと思われました。本来は水草の生育に適した環境ではない

ことから、水質との関係は不明です。

●善福寺川では、上流部を除いてオオカナダモが広範囲に分布し、その生育舅もかなり多いもので

した。次いで、アイノコイトモも、オオカナダモほどではありませんが比較的多く分布していま

した。また、中流から下流にかけての3地点では、生育臺は少ないものの、エビモも見られまし

た。水草から見ると、全体として「β中腐水性水域」から「α中腐水性水域」に相当するものと

思われます。

●神田川では、全地点でオオカナダモとアイノコイトモが分布しており、善福寺川と同じく「β中

腐水性水域」から「α中腐水性水域」に相当するものと思われます。

表-3.25 水草と水の汚れ （東京都環境保全局，1985）

種名 貧腐水性

水域

β－中腐水性

水域

α－中腐水性

水域

強腐水性

水域

生育場所

セキショウモ 流れがあり底が砂泥
→ ！■■ ﾛ■,■■0■■0■■4←

オランダガラシ 冷水,湧水→ ロ■■ロ■ I■■！■■,■■■■ 句 岸

コカナダモ 流れが弱く，底が砂泥→ ﾛ■■0■■ロ■■■■■ ÷I■■ I■■ I■■ l■■ ■■■

○ エビモ 流れがある所にも生育→ ,■■ロ■■ ＝ ■■■ロ■■！■■,■■ 産

「
オオカナダモ○ 流れが弱く，底が砂泥→ ！■■’■■’■■ 一

÷
ﾛ■■ q■■ ＝ q■■ ロ■■

ヤナギモ 流れが速い所にも生育
→ ■■ '■■ ｰ1 1■■ ［-1 1 1 ■■

注）○は今回調査の生育確認種、 →＝ーー← は生育範囲を示す。

－88－



4） 既往調宣とのﾋﾋ較

●第三次調査（平成6年）の結果を付表-16に示します。また、出現種の変化を表-3.26に示します。

河川ごとに水草の生育状況を比較すると、以下のとおりです。

■妙正寺川

・前回（平成6年）の調査では水草の生育は確認されていませんが、今回の調査ではミクリ科の一

種が単独あるいは数株で生育している様子が確認されました。ただし、調査地点（松下橋）の

河川環境から考えると、本種は調査地点付近で安定して生育することは困難で、増水等によっ

て消失してしまう可能性が高いものと考えられます。

■善福寺川

●前回の調査ではオオカナダモ、エビモ、アイノコイトモ、ナガエミクリの4種の生育が確認され

ています。今回の調査においてもこの4種の生育が確認されており、また流域の各調査地点で

の生育状況にも大きな変化はみられません。

■神田川

・前回の調査ではオオカナダモ、エビモ、アイノコイトモ、ナガエミクリの4種の生育が確認さ

れています。今回の調査ではオオカナダモ、アイノコイトモ、ミクリ科の－種が確認されてい

ます。両調査ともオオカナダモおよびアイノコイトモが広範囲に分布していますが、オオカナ

ダモは今回の方が生育臺がやや多くなっています。また、前回調査で蔵下橋(K-4)および弁天

ig(K-5)で確認されたエビモは、今回の調査では確認されませんでした。

表-3.26 水草の出現状況の変化

科 和 名 妙正寺川 善福寺川

平成6年｜平成12年

● ｜ ●

○ ’ ○

神田ﾉI|

平成6年I平成12年 平成6年；平成12年

● I ●トチカガミ科｜オオカナダモ

○エビモヒルムシロ科

● ！ ● ● ！ ●アイノコイトモ

○ I ○ ●ナガエミクリミクリ科

○ ○ﾐｸﾘ科の一種

[凡例］ ●優占種

○出現
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’
･第一次調査から今年度調査まで計4回行われた水生生物調査の結果、底生動物が58種、付言藻

類182種、魚類24種、水草4種の生息・生育が確認されました。これらの生物を、『レッドリスト』

（1998～2000，環境庁）及び『東京都の保護上重要な野生生物1998年版』（1998，東京都環境保

全局）に示された基準に従ってその貴重性を検討すると、底生動物ではハグロトンボ、ヘイケボ

タルの2種、魚類ではキンブナ、ナマズ、ギバチ、メダカ、ウキゴリ、ヌマチチブの6種、水草

ではエビモ、ナガエミクリの2種が、貴重性が高く重要な生物に該当します。表-4.1にこれらの

種の確認状況を示します。なお、付言藻類については重要な生物に該当するものは確認されてい

ません。

表-4.1 重要な生物の確認状況

分類群 種 名 選定根拠確認状況

~2000)

環境庁(1998 東京都(19

98）

底生動物 ハグロトンボ 今回の調査で初めて確認されました｡6月の調査時に善福寺川

の井荻橋(Z-4)、神田川の鎌倉橋(K-3)で確認されました。

A

'､､イケボタル 第三次調査において、善福寺池の上池と下池の間で確認され

ました｡今回の調査では確認されていません。

A

魚 類 キンブナ 第一次調査から第三次調査までに善福寺川及び神田川で確認

されていますが、採捕個体数は多くありません。今回の調査では

確認されませんでした。

B

ナマズ 善福寺川の和田堀橋(Z-9)や､神田川の井の頭線車庫脇(K-

l)から鎌倉橋(K-3)にかけて確認されています。第三次調査で

は和田堀橋でl個体採捕されており、今回の調査でも目視観察

されました。

B

l)で1個体が採捕されましたが、飼育されていたものが放流され

た可能性が高いと思われます。

今回の調査で初めて確認されました。善福寺川の美濃山橋(Z- 絶滅危倶

Ⅱ類

ギバチ A

ﾒダカ

(Z-7)、宮下橋(Z-8)及び神田川の井の頭線車庫脇(K-1)で確

認されていますが､採捕個体数は多くありません。

第二次調査と今回の調査で確認されました。善福寺ﾉ||の尾崎橋 絶滅危倶

Ⅱ類

B

第三次調査時に善福寺池の上池と下池の間の水路でl個体が

採捕されました。

ウキゴリ B

ヌマチチプ 今回の調査で初めて確認されました。善福寺池下池の流出部

直下のプール状になった場所で2個体が採捕されました。

C

生育量はそれほど多くありませんが，比較的広い範囲に分布し

ており，善福寺川の井荻橋(Z-4)から和田堀橋(Z-9)にかけて、

また､神田川の藏下橋(K-4)から方南第一橋(K-5)にかけて確

認されています｡今回の調査では､神田川においては確認され

ませんでした。

C水 草 エビモ

善福寺川の井荻橋(Z-4)や神田川の井の頭線車庫脇(K-l)か

ら錦橋(K-2)で確認されています｡なかでも、井の頭線車庫脇

には多く生育しています。

Bナガエミクリ

A:(国の）絶滅危倶種に相当する種

B:(国の）危急種に相当する種

C:(国の）希少種に相当する種

I｢東京都の保護上重要な野生生物」の凡例］
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(I) 調琶結果のまとめ

●平成12年6月および10月に杉並区内の3河川（妙正寺川・善福寺川．神田川）で底生動物、付薑

藻類、魚類、水草（沈水植物）の水生生物調査を実施しました。以下に、それらの結果をまとめ

て示します。

－調査時の環境一

調査河川 6月 10月

．弱いドブ臭が認められる

･pHは8.0とわずかに高い値を示す

妙正寺ﾉ|’ ･pH及び電気伝導度は､6月よりもやや低い

値となる

．臭気は認められない

善福寺川

温と比較すると6℃以上も低い

．和田堀橋でpHは9.2とかなり高い値を

示す

．全域にわたりドプ臭が認められる

．美濃山橋で強い濁りが認められる

･原寺分橋の湧水は17.1℃と､周囲の水 ･pHは全地点を通じて概ね中性を示す

．ドプ臭はほとんど認められない

･pHは概ね中性

傾向にある

･全域にわたってドプ臭が認められる

．透視度は全地点とも50cm以上だが、や

や濁りが認められる

･pHは概ね中性

･電気伝導度は下流に向かうほど高くなる ･電気伝導度は下流に向かうほど高くなる傾

向にある

･ドブ臭はほとんど認められない

．透視度は全地点とも50cm以上だが、やや

濁りが認められる

神田川

-底生動物一

調査河川 10月6月

優占種：シマイシビル

水質判定：α中腐水性水域

妙正寺川 優占種：セスジユスリカ

水質判定：強腐水性水域

優占種：イトﾐﾐｽ科､シマイシビル､ミズムシ､コカゲロウ属の一種

水質判定：α中腐水性水域～強腐水性水域

善福寺川

優占種：ミズムシ､コガタシマトビケラ

水質判定：貧腐水性水域～中腐水性水域

神田川

＊ここでの水質判定は、環境庁水質保全局の簡易法(水生生物による水質の調査)による結果です。
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-付言藻類一

調査河川 6月 10月

妙正寺川 優占種:緑藻類のイカダモScenedesmus

spp・

水質判定:β中腐水性水域

優占種:緑藻類のキヌミドロ

Stigeocloniumsp.

水質判定:貧腐水性水域

善福寺川 優占種:上流側-珪藻類のオビケイソウ

Fraglariaberoliensis

下流側-各地点で珪藻類の異な

る種類

水質判定:上流-貧～β中腐水性水域

下流一β中～強腐水性水域

優占種:上流側-珪藻類のオビケイソウ

Fragilaniaberoliensis

下流側-緑藻類のキヌミドロ

Stigeocloniumsp.クロニオフイ

ラCloniophorasp.

水質判定:上流-貧～β中腐水性水域

下流-貧～β中腐水性水域

神田川 優占種:珪藻類のチャヅツケイソウ

Melosiravarians

水質判定:貧～β中腐水性水域

優占種:珪藻類のチャヅツケイソウ

Melosiravarians

水質判定:貧腐水性水域

＊ここでの水質判定は、珪藻を用いた有機汚濁指数による結果です

-魚類一

調査河jll 6月 10月

妙正寺川 ･ドジョウが目視確認されたのみ ･ドジョウが採捕確認されたのみ

善福寺川 ･カワムツA型、トウヨシノボリ、オイカワ、モ

ツゴが多く採捕されている

．目視観察でコイが多く確認されている

･ドジョウが非常に多く採捕され､その他、

トウヨシノボリ、オイカワも多く採捕されて

いる

・目視観察によりコイが多く確認されてい

る

神田川 ･モッゴ､タモロコ、コイ､ギンブナが多く

採捕されている

･モツゴ､タモロコ、ドジョウが多く採捕され

ている

-水草一

調査河川 6月 10月

優占種

出現種

優占種

妙正寺川 出現種 ﾐｸﾘ科の一種

なし

オオカナダモ､エビモ、アイノコイトモ、ナガエミクリ

オオカナダモ、アイノコイトモ

善福寺川

神田川 出現種：オオカナダモ、アイノコイトモ､ミクリ科の一種

優占種：オオカナダモ､アイノコイトモ

注）6月、10月とも共通
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。次に、過去に行われた第一次（昭和57年)、第二次（昭和63年)、第三次（平成6年）の各調査と、

今年度調査との比較を示します。

過去の3回の調査に比べ､今年度の調査ではもっとも多くの種類が確認され

ました｡優占種については､経年的に大きな変化はみられませんでした。

妙正寺川底生動物

善福寺川 イトﾐﾐｽ科、シマイシビルの2種は第一次調査から続いて優占種として出現し

ており、善福寺川の代表的な底生動物であるといえます。

シマイシビルが第一次調査より優占しています｡加えて､今年度の調査では、

新たにアゴトゲヨコエビ､コガタシマトビケラが優占種として出現しました。

神田川

妙正寺川 6月に水質は悪化し、10月には回復しています｡前調査との顕著な変化は

みられません。

付着藻類

善福寺川 前回調査と比べて、全体的としては水質の回復がみられますが、下流部で

は､水質悪化も見受けられました。

今回調査では､水質回復の傾向が認められます｡しかし､6月調査の最下流

のみ悪化していました。

神田川

妙正寺川 第三次調査と同様、ドジョウ1種が確認されただけでした。魚 類

善福寺川 カワムツは第三次調査ではじめて確認され､今年度調査でも6月に優占種と

なりました。ギンプナは今年度調査では目視観察されただけにとどまりまし

た。

タモロコ､モツゴ､トウヨシノボリの3種が経年的に多く採捕されています｡オイ

カワは今年度の調査では確認されませんでした。

神田川

妙正寺川 第三次調査では未確認でしたが、今年度調査でﾐｸﾘ科の一種が確認されま

した。

水 草

前回･今回とも生育状況に大きな変化はみられず､オオカナダモ､アイノコイト

モが優占しています。

善福寺川

第三次調査と同様、今回もオオカナダモ、アイノコイトモを中心とした分布に

なっていますが、エビモは確認されませんでした。

神田川

注） 付着藻類､水草は第三次調査(平成6年)と比較しました。
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(2) 魚の住みやすい川の条件

・川の中にはさまざまな生き物が住んでいます。今回の調査では、それらのうち底生動物、付言藻

類、魚類、水草を対象とし、年2回の調査を行って杉並区内の河川生物の現状を明らかにしまし

た。

・水生生物にとって良好な河川環境とは何かを探るためには、私たちの日常生活のなかで比較的目

に付きやすく、他の生物に比べてより親しみやすい魚類を対象にして、「魚の住みやすいﾉ||」とは

何かを考えてゆく方法が理解しやすいと思われます。魚類はまた、川の生物のなかでも生態的に

最上位に位置することから、魚類にとってのよりよい環境が、川の生物全体にとってのよりよい

環境につながりると考えられます。

・魚の住みやすい川の条件として考えられる主な内容を、表-5.1に示します。

表-5.1 魚の住みやすい川の条件

条 件 魚類に対する影響

魚類は水の中に住む生き物であるため、溶存酸素やBODなどの水質条件はその

生活に大きく影響します。水質汚濁の進行した環境には耐性の強い種類しか生息

できません。

水 質 良好な水質が

保たれているか

水温変化は

適切か

魚類は水温が異常に高くなったり低くなったりする環境では生活できません。また、

水温の急激な変化にも対応することが困難です。

多くの魚類が生息できるためには、それに応じた広い空間が必要です｡水量が豊

富で安定していれば､水域空間も広がり、また同時に水温や水質の変化も起こりに

くくなって､安定した生息環境が維持されます。

安定した十分な

流量があるか

流 量

~涜蕗形態 避難場所が存在

するか

流路が単調で直線的な都市河川では、大雨による増水で小型魚や稚魚は下流へ

と流されてしまいます｡そのため、蛇行した流れや人工的な障害物により、部分的

に流れの緩やかな場所が確保されることが不可欠です。

一般に､魚類は｢瀬｣を採餌場や産卵場として、「淵｣を休息場や避難場として利用

します｡水深が深い淵の存在は､環境の不安定な都市河川においては､特に大切

な空間といえます。

瀬と淵とが存在

するか

底質は多様か 底質が礫･砂･泥など多様な素材で構成されていれば､それぞれの底質を好む種

類が住みつくことができ、魚類相は豊富になります。同時に､魚類が食べる餌の種

類も豊富になります。

水際の土の緩傾斜地は小魚の安全な逃げ場所になる浅場を提供します｡傾斜が

緩やかであることにより、水位が変動しても、常に浅場が保たれます。

－永際蔀 緩傾斜地があるか

の状態

水草は魚類の産卵場､採餌場､避難場などいろいろな役目をになっています｡特

に小型の魚類や稚魚にとって､水草は隠れ場として大切な存在です。

水生植物が

生育しているか

堰や落差工などで流路が分断されると、生息環境が悪化した場合に環境の良い場

所へと移動することが出来なくなります。また、繁殖活動を行うための場所への移動

も不可能になります。

~－河、－ 水域間の自由な

移動が可能か構造物
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◆資料編◆

定結果（6月）

定結果（10月）

結果

■付表-A 魚類の測

■付表-B 魚類の測

■付属資料：既往調査の
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■付属資料：既往調査の結果

付表－1 昭和57年5月の底生動物の出現状況

調金iリノi3；昭和57年5月25日

採集方法；ｻｰﾊｰｰ･ﾈｯﾄ(25c■×25ca,2面所）

単 位：個体数/m"

調査河川 沙正寺川 嘗福寺池 善福寺川 神田川

下池の間

尾埼橋 和田堀

橋

調査地点 松下橋 上池と 寺分僑 井荻橋 春日橋 #ｷの頭腿

車庫脇

厳倉橋 方南

第一橋

綱’ 和名 種 名尚

寺一画一 St・NC M-1 Z-1 Z－4 Z－6 Z－7 Z－9 K－lZ－2 K-3 K-5

ﾏｷｶﾞｲ ﾆナ ﾋﾒﾀﾆｼ1 Sinotaiaquadratahistorica 1，660

ｶﾜﾆﾅ Se■isulcospiralibertin8 656

ﾓﾉｱﾗｶ"イ ｻｶﾏｷｶﾞｲ

ｌ
２
ｌ
３
ｌ

2

3 40 64Phys8acuta 8

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ4 Radixauriculariajaponlca 104

ﾆﾏｲｶ'イ ﾊﾏｸ・リ5 マシジミ Corbiculaleana 680

ドフ・シジミ6 Sphaeriu■lucustrejaponlcu■ 16 8

ﾐﾐｽﾞ イトﾐﾐｽﾞ ｴﾗﾐﾐｽﾞ7 Brachiurasowerbyi 1．480

イトﾐﾐｽﾞ科 Tubificidae 17．856 1，4803‘552 18，624 392 680 2，110 1．728 2.848 6．752

ﾐｽﾞﾐﾐｽ'科 Naidid8e 11．040

ﾌﾄﾐﾐｽ'科

’
８
’
９
｜
Ⅲ
’

8

9

10 Meg8gcolecidae 8

ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ ﾅｶﾞﾐﾐｽｰ属11 H8plotaxissP 64

ﾋル ｳｵﾋﾞﾙ ﾊﾊﾞﾋﾛﾋ・ル12 AIboglossiphonialata 256

ﾇﾏﾋﾞﾙ13 Helobdellastagnalis 8

イシビル ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ14 Erpobdellalineata 72 6，008 168 528 3288 112 ］2 88

甲殻 ワラジムシ15 ﾐズムシ 2.608 184 392 128AseI1ushilgendorfii 96 272 776

昆虫 ﾁ且ｳﾊ'ｴ科16 ハエ Psychodidae 8 24

ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodidae 96 48 128 208 960 192 576 1．024

ｾｽｼ今ユスリカ

｜
Ⅳ
｜
旭
一

17

18 Chirono■usyoshi■atsui 720 2，560 2．660 664 3，200 15，080 8．136

ﾕｽﾘｶ風19 Chirono■uss” 7，23096 704

合計（個体数/m') 18，672 6．716 21．255 12．028 1，904 23，366 3,534 5．160 18，808 16．784

種類数 3 5 56 11 8 7 5

５

6

注）以下の科（亜科）には次の種類も含めた．

・イトﾐﾐｽﾞ科:Tubificidae(イトﾐﾐｽ.R;Tubifexsp.,ユリﾐﾐｽﾞ属:Li■nodrius”.）

・ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科:Naidiae(ﾐｽ該ﾐﾐｽﾞ属:Naissp.)

・ﾌﾄﾐﾐｽ・科:Megascolecidae(ﾌﾄﾐﾐｽ'目:Phereti■a”.）

・ﾁｮｳﾊﾞｴ科:Psychodidae(ﾎｼﾁｮｳﾊ.X:Psychodaalternata)

・ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科:Tanypodinae(ﾋﾒﾕｽﾘｶ属:Penaneurasp.)

出 典：杉並区礪境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河川生物調査報告書）［一部改変］

資－6



付表－2 昭和63年の底生動物の出現状況

：昭和63年10月25～28L1

ｻｰﾊﾞｰ･ネヲト(25c■x25cn,2簡所）

個体数／m，

jik-i月日

採集方法：

単 位：

神田川

鐘倉橋 方南

第一橋|刺:“
#ｷの頭綴

車庫脇

尾崎借

K-5K‐1 K-3Z－9Z-7

8

56216

8

ハマグリ ﾏｼｼﾞﾐﾆﾏｲｶ'イ

５

88ドフ・ｼジミ Sphaeriu■lucustrejaponlcu■6

880

■
●
■
＆

ｙ
Ｏ
ＤｒｅＷＯＳ
ｅ

ａ

ａ
○
ｄ

ｒ
・
ｌ

Ｕ
ｃ

且
■
▲
・
ｈ
４

ｈ
Ｆ
ｒ

ｃ
。
ｌ

ａ
ｂ

ｒ
ｕ

ｎ
Ｄ
Ｔ
凸

ｴﾗﾐﾐｽﾞｲﾄﾐﾐｽﾞミミス′7

8888327201281281921．048ｲﾄﾐﾐｽﾞ科

’８’ 8

5.9442．2721．624 2163．4642．4001．360726．344ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ科
ａ

ｆ
Ｌ
Ｓ

ａ
・
１

１
ｌ

ａ

ａ
ｎ
・
’

．
’
ｇ
ｒ

ｎ
８
６

０
ｆ
Ｌ
ｂ

‘
ｈ
Ｓ
ａ

ｐ
ｖ

・
１
ａ

ｓ
ｌ
ａ

ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｉ
。
’

＆
Ｏ
ｅ
ｎ

０
ｄ
‐
Ｉ
。
．
Ｏ

●
１
ｇ
０
Ｄ
ｒ

ｏ
ｄ
０
０
ａ
Ｄ

ｉ
ｂ
ｌ
ｒ

ａ
．
’
ｅ
ａ

Ｎ
胴
Ａ
叩
、
８

9

248
ﾊﾊ'ヒロビルｳｵﾋｰﾙﾋル10

8ﾇマビル

16
ｲｼﾋﾞﾙｲシビル

｜
皿
一
皿
一

11

12

200168 968064482729624552Erpobdellalineataｼﾏｲｼﾋﾞﾙ13

32

日
日
Ｌ

ｕ
■
面
凸

Ｓ

●
凸
■
且
■
０
４

‐
Ｔ
』

卓
十
Ⅱ
Ｇ
Ｒ
４

《釦】

ｒ
０
Ｋ
■

０
ｒ
・
１

．
ａ
ｈ

ｎ
ｌ
Ｓ

ｅ
Ｃ
Ｏ

ｇ
ｙ

ｌ
Ｓ

ｅ

●
１
ｕ
・
ａ
ｓ

ｈ
ｒ
ｐ
ロ
．
ｕ

ａ
Ｓ
・
１
■

Ｓ
ｂ
ｄ
Ｏ

ｕ
■
Ｓ
ｏ
ｎ

・
Ｉ
ａ
、
１
．
、
０

．
１
Ｃ
’
１
Ｃ
ｒ

ｅ
Ｏ
Ｇ
ｙ
・
１

ｓ
ｒ
ａ
Ｓ
ｈ

Ａ
ｐ
０
、
、
Ｄ
Ｂ
内
し

ワラジムシ ﾐズムシ甲殻14

8
ｱﾒﾘｶｻﾞリガニｴビ

14432120ｺｶｹﾞﾛｳ風カゲロウ

8
80ﾁｮｳﾊﾞｴ科ハエ

1686．704164．856ｾｽｼﾞﾕｽﾘｶ

｜
旧
一
服
一
Ｗ
｜
燗
一

15

昆虫16

17

18

Chirono■usspP
68032084241．57610464112816ﾕｽﾘｶ属19

7．0322．7764082，2485，14410.0001．82436840814，352合計（個体数／､f）

穏類数
85656955 712

注）以下の科（亜科）には次の種類も含めた．

・イトﾐﾐｽﾞ科:Tubificidae(ｲﾄﾐﾐｽﾞ風:Tubifexsp.、ユリﾐﾐｽﾞ風:Li■nodriussp.）

・ミス'ﾐﾐｽﾞ科:Naidiae(ｳﾁﾜﾐﾐｽ'属:Derosp.,ﾐｽﾞﾐﾐｽ倉風:Naissp.,ヤト'ﾘﾐｽﾞﾐﾐｽ':Chaetogasterlianaei)

・ﾁｮｳﾊﾞｴ科;Psychodidae(ﾈｼﾁｮｳﾊ.X:Psychodaalternata,ｵｵｹﾁｮｳﾊﾞｴ:Telmatoscopusalbipunctatus)

出典：杉並区都市環境部環境保全課（，989）：杉並区河川の生物（第二次河ノ||生物調査報告書）
［一部改変］

『
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池

1

2

3

4

綱

ﾏｷｶ・イ

目

ﾆナ

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ

和名

ﾋﾒﾀﾆｼ

ｻｶﾏｷｶｰｲ

ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ

ｶﾜｺｻﾞﾗ

調査河川

種 名 St・NC

Sinotaiaquad『atahistorlca

Physaacuta

Radixauricul8riajaponlca

Ferrissinanlpponlca

M－l

344

136

正寺川 ﾄ福寺池

調査地点 松下橋 上池と

ご池の間

Z－l

304

菩福寺jI

Z－2

184

一 48

寺分橋 井荻借

Z-4

158

春日橋

Z－6

64

CorbiculaIeana 16



付表－3 平成6年の底生動物の出現状況

渕迂年月日：平成6年10ハ17～2Ul－I

採集方法：ｻｰﾊ'－．ﾈｯﾄ(50c■x50cD,2箇所）

単 位：個体数.／m，

善偶寺川 神山川

井の頭線,鐡倉情 弁天暗

車庫脇

K‐5

抄正寺川 普禍寺池調査河川

調査地点

借

Z‐9

春日橋 尾崎橋 和田堀春日橋寺分僑 井荻桧松下橋 上池と

下池の借1

1Z－7Z-7 K－lK‐1 K‐］K‐］1Z－6Z-6Z－21Z－4Z-2 Z－4Z‐1St､NC M‐1和名 種 名綱 目尚

2○2Sinotaiaquadratahist「icaﾆナ ﾋﾒﾀﾆｼﾏ抽一イ1

○ZSe■isulcospiralibe「tinaｶｿﾆﾅ

○○416

２

]5．566ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ｻｶﾏｷｶ・イ Physaacuta

162○ 8

２

ﾓﾉｧﾗｶﾞｲ RadixjaPonlca

－
２
’
３
－
４
’

2

3

4

(」32ﾋﾒﾓﾉｱﾗｶﾞｲ AustropepleaolluIa

■
用

。○ﾏｼﾂﾞﾐﾊﾏｸﾞﾘ Corbicul8Ieanaﾆﾏｲｶﾞｲ
q

D

○○ 192卜'フ・ｼヅミ （ノSphaeriu■｣aponlcu■

4

４
２

９凸
３

２１

ｴﾗﾐﾐｽﾞ Zｲﾄﾐﾐｽ．
ｏ
９
４

ｙ

ｂ
ｐ

ｒ
Ｓ

ｅＷ
ｓ

ｏ
ｕ

ｓ

ｅ
・
１

８
３
ｒ

ｒ
ｄ
“
ｄ

ｕ
・
１
０

．
１
Ｃ
・
ｌ

ｈ
。
Ｉ
ｈ

Ｃ
ｆ
凸
ｃ

ｎ
・
１
ｎ

ａ
ｂ
８

ｒ
ｕ
ｒ

ｎ
Ｄ
Ｔ
８

ﾐミス

一
加
－

－
２
－2ｺ65．996 ソ130 126322 1．290ｲﾄﾐﾐｽﾞ科

○ｴﾗｵｲﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ風

畑
－
６

]8443．600ﾐｽ・ﾐﾐｽﾞ科 Naididae

ｌ
７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
－
皿
一

７

8

９

10

11

６
｜
伽

６－弛一鯉

ﾂｿﾐﾐｽﾞ科 2ﾅｶﾐﾐｽ” Lu■bricidae1，
▲ ■

100

郡
一
別

２
－
４

Ｍ
’62196528ｼﾏｲｼﾋ'ル 58ｲｼﾋｰﾙ Erpobdellaljneataﾋル13

32

２

832ｸ'ﾛｼﾌｨﾆ科 GIossiphoniidae14

○ミス診ﾑシ AseliuShilgendorfii甲最 ﾜﾗｼｰﾑｼ15

22ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ Macrobrachiu■nlpponenseエヒ

○Palae■on（PaI8e■on）paucidensスシ・ｴﾋﾞ

｜
服
一
Ⅳ
’

16

17
L『

○ ○○ 6○12ｱﾒﾘｶﾘ・ﾘｶｰ P｢oca■barusclarkii18

○

｜沁却一

36○昆虫 ｻﾈｺ刀ｹﾞﾛｳ Baetissahoenslsｶゲロウ19

162 1．250640ｺｶｹ'ロウ風 Baetissp

0ｼｵｶﾗﾄﾝﾎ′ Orthetru■albistylu■speclosu■卜赫

○ｾﾝﾌ・リ属ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ Sialissp

2ﾒｲｶﾞ科 Ny■phulinaeﾁｮｳ

‐2 32 4ﾁｮｳﾊ'エ科 Psychodidaeハエ

○ﾅﾐｶ亜科 Culicin＆e

○○232力科 Culicidae

4,2502．752

○

9，280 1．946 2．3804342．022 2，022ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 424

0

OrthocIadiinae

○○2ﾕｽﾘｶ目 Chirono■ussp

｜
、
｜
剛
一
理
一
羽
｜
鯉
一
鴎
一
加
一
”
｜
出
一

20

21

22

23

24

25

26

27

28

．328ﾕｽﾘｶ亜科 Chirono■lnae29

一秘－９]、154 3．542 ]、88615，7242，582

7

792合計（個体数／m･） 36.374 1．396

岬一皿

10 98 11 14種韻数 10 10

注）○は定性調査で採集された種頻．

出 典：杉並区環境部環境保全課（1995）：杉並区河川の生物（第三次河川生物調査報告書）
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付表－4 昭和57年の底生動物の簡易法による水質判定結果

調査年月日：昭和57年10月20日

＊出現した指揮生物の楓に○印を、毅も敗が多かったものに●印をつける

神田川善福寺川妙正寺川 讐福寺池調査河j|｜

調査地点 弁天橋尾崎橋

車庫脇

和田堀橋 井の頭纏 縫愈橋井荻橋 春日橋寺分僑上池と

下池の間

松下橋

K‐5K－3Z-9 K－lZ‐7Z－4 Z－6Z-2Z－l指標生物St･NC M‐1水質階級 尚

ウズムシ類】

サワガニ

２

ブュ類］I

貫腐水性水域 カワケラ類4

ﾅｶ'ﾚﾄﾋﾞｹﾗ類

ﾔﾏﾄﾋ'ｹﾗ頚

『
ｑ
》

ﾋﾗﾀｶｹ'ﾛｳ類

へビトンボ類

6

7

○5以外のﾄﾋ'ケラ類8

No.6，No.11以外

のｶｹﾞﾛｳ類

11

β‐

巾腐水性水域

1／11I／11 9

ヒラタドロムシ10

○○サホコカゲロウm

α‐中腐水性

水域

11

○○○○ ●○○○ヒル類12

○
○

○ ○○○○○○ミズムシ13

○○○○○サカマキガイ＜ Ⅲ／Ⅳ 14

Ⅳ

凄腐水性水域

○ ●○○ ●○○ 二○セスジュスリカ

○
｜
●

15

●○ ●○●○ ●

《】

イトミミズ頚 ●16

: : H

IiIlim：Ⅳ
H 1 !

IiIIim1ⅣⅣ'II';m:Iv I：11；、I；IIIm：ⅣIill：、iⅣIilIImiⅣllIilIimiⅣIIim111m水質階級 IiⅢ 皿IⅣIiII imlⅣ

出現した指標生

物の種顛数

（○十●）

①

010：］串］OiOl3i3OiOi2I2OiOi3i3，キツ
L ｵ レ01021111i31310iOl41310 01313010OIOiOi2 OIO’1

水質階級

の判定 般も数が多かつ

数（●〉

②

0 0 0 1 010；2O10iO4l Ⅱ01011Oi0：1iO IOIOIOl1010101101011指標生物の種類 01010111101010IlllO010

OIOi3150iOl2i' 010；314010121, OiOi4i3Oi3I4合 計(①＋②） O1010i311010ilI31111131410101414104i4010③

その地点の

水質階級

④

ⅣⅣⅣⅢⅣⅢ／Ⅳ ⅣⅣⅣ Ⅳ

）出 典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河ノ||の生物（河川生物調査報告吾
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付表－5 昭和63年の底生動物の簡易法による水質判定結果

調査年月日g昭和63年10月25～28日

神田川善福寺川

I

杭腐水性水域

ヘビトンポ類

７

5以外のﾄﾋ'ｹｼ類8

No.6，No.11以外

のｶｹﾞﾛｳ類

911

β－

や腐水性水域

''㈹
I／11

ヒラタドロムシ10

○○○サホコカゲロウm

α‐中腐水性

水域

<m/w
Ⅳ

挨腐水性水域

11

【》

●qD●●○●○○○ヒル額12

○ミズムシ13

○○○○○●○サヵマキガイ14

○qp○セスジユスリカ ●15

qD●○○○●○ ●イトミミズ類16

i 畠 1

I：IIimiⅣIiIIimiⅣIlIIimIⅣIIII 、iⅣIIlmiⅣ1；IIm1Ⅳ I｜Ⅱ1m Ⅳ11IilIlmIⅣIiII：Ⅲ！Ⅳ
! ！ ’

水質階級 IillIm lu

01013:1

出現した指標生

物の種顛数

（○十●）

最も数が多かつ

数（●）

①

0!'|!i!OiOl2ilIOiOi2i1OiOI2i33O1Oi2010：Zi20；Oi2 30：01111U 0i4i3
I Q

． ；
I

水質附級

の判定
i i .

1 1

' 1

0i0．1 0

1 :

②

O1Oilll010 110111110 OIO010O10iO 1011100101112 I指裡生物の種類 Oi0．0:1

'i'|'|1
；iI

0:0!4:'010 0:01'i@ 0101212oIoi414
i \

Oi311

l

典：杉並区都市環境部環境保全課（1989）：杉並区河川の生物（第二次河川生物調査報告書）

：③合計(①+@)|oIo!#!!'!01!!2_,:0131;,:011i@,iOi21!,I01'illl01'|'_l_L1i ！ i 013123；3010OIZi4315112 OiO合 計(①＋②）③

その地点の｜その地点の

水質階級水質階級

④④
、、／Ⅳ、m、、／Ⅳ、／ⅣⅣⅣm、ⅣⅣm/Ivl、／Ⅳ ⅣⅣ

出

資－10

水質階級

調査河川

尚． 指標生物St･NC

1 ウズムシ類

２

サヮガニ

3 プユ類

4 カワゲラ類

5

6

ﾅｶ'ﾚﾄﾋ・ケラ類

ﾔﾏﾄﾋ'ケラ類

ﾋﾗﾀｶｹ'ロウ類

＊出現した指標生物の欄にO印を、最も数が多かったものに●印をつける。

妙正寺川

調査地点 松下橋

M－l

善福寺池

上池と

下池の間

Z‐1

寺分橋

Z－2

井萩橘

2-4

春日橋

Z-6

尾埼橋

Z－7

和田堀砿

Z－9

井の頭鰻

車庫脇

K‐1

錐倉橋

K－3

弁天橋

K-5



付表－6 平成6年6月の底生動物の簡易法による水質判定結果

調査年月上｝：平成6年6月14～17日

＊出現した指標生物の掴に○印を、岐も数が多かったものに●Ⅱ】をつける

神出川善渦寺川筈禍寺池

上池と

下池の間

妙正寺川調査河川

弁天借尾埼橋

車庫脇

和田堀橋 井の頭纏 擁倉橋寺分檎｜井荻橋｜春日橋春日橋井荻橋寺分檎調狂地点 松下橋

K－5K-3Z-7 Z-9Z‐6 N－lZ－42-2指標生物St･NC 7－1
凸 心M－l水質階級｜尚

ウズムシ噸1

サワガニ

２

ブユ調

カワケラ頚

ﾅｶﾞﾚﾄﾋﾞｹﾗ類

ﾔﾏﾄﾋ・ケラ顕

］I

苗腐水性水域 4

5

ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ瀬6

ヘビトンボ類

７

○5以外のトヒ・ケラ顕8

No.6，No.11以外

のｶｹﾞﾛｳ類

11

β－

や塙水性水域

、

α‐中腐水性

水域

1／11I／11 I

○○○○○

ヒラタドロゲ／10

○
｜
●

○ ●○○○サホコカゲロウ11

○○○○○○ ●○ ○ヒル類12

○○○○ミズムシ13

○○○○○○サカマキガイ

【一

14

○

○
｜
●

○○○○0○

○
｜
●

セスジユスリカ15Ⅳ

複腐水性水域
○○○●●○

r 可

L 且○ ●イトミミズ類16

IiII：m Ⅳ
I 5 I

Ii''IⅢⅣ I§11：IⅡⅣIIIm1Ⅳ111，1Ⅳ IⅣ｜IIIlIIm皿！ⅣⅢ！Ⅳ 11ⅡIiIIⅢIⅣ IIII1miⅣ水質階級

出現した指標生

物の種類数

（○十●）

I：11

】 '

i i

l：l‘2：l
i i ；
． ’ 1

1 1 )

①

3i2 212；31311413 1110：012 311

●
Ｆ
■
‐01013OIO 31301213010llll2I2Oi0 313

水質階級

の判定

。 ； ；
§ ；

： 1

1 ：
0；0：l；0

: I :

: I :

； ： ：

最も数が多かつ

指願生物の種頻

数（●）

②

oIoi｣iO
；Ij

9 Z g

： ＃ ：
1 1 』

O；OI0il0；10；0

1

OIO Oil0101110110 01011011OI010il01010 1

１
４

１
４

０
０

０
０ 1；li3：l

2
lili414 2i2i4i3

i ！ ．
lil:3:]0；0 2i4Oi013i4410 014：30101211112213合 計〈①十②）③

その地点の

水質階級

④

、／ⅣⅢ ／ Ⅳ 、 、ⅣⅣⅢ皿／Ⅳ ⅣⅣ

出 典：杉並区環境部環境保全課（1995）：杉並区河川の生物（第三次河川生物調査報告書）
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昭和57年の付着藻類の出現状況付表－7
'

訓遊年ﾉ1日：昭和57年10ﾉl21H

採采方法：ﾅｲﾛﾝﾌ'ラシ(50■■×50■■.2面所）

単 位：細胞数／1,m,

神111川善福寺川瞥禍寺池

上池と

下池の同

妙 正寺川調査河川

方南
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Z‐2

調査地点 松下橋

K-5K‐3Z‐9 K‐1Z‐7Z‐4Z‐1M-lSt､NC種 名
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I
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｜出一測一扣一加一蛇一測一

28
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31
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33

Ｓ

・
’
ｕ

・
も
＆
・
ｂ
Ｌ

ｈ
ａ

Ｃ
Ｃ

ｓ
。
’

Ｚ
ａ
Ｘ
ｐ

‐
ｔ
干
凸
ｅ
、
ｐ

ｎ
・
１
ｐ
Ｓ

ａ
Ｓ
ｐ
ｐ

ｈ
ｕ
ｕ
Ｓ
■

ａ
■
。
．
ｕ

ｎ
■
Ｓ
Ｓ
ｐ
１

ｌ
ｕ
ｅ
■
ｕ
ｎ

ｕ
ｒ
○
．
ｕ
■
０

．
ｔ
ｏ
ｒ
Ｓ
ｌ

ａ
Ｓ
ｒ
十
』
ｅ
Ｃ

ｒ
８
十
Ｌ
Ｓ
・
．
Ｏ

・
ｑ
ｎ
ｓ
８
６
Ｃ

ｅ
・
１
．
１
．
１
ｎ
ｇ

ｎ
ｔ
ｋ
○
．
ｅ
・
ｌ

ｙ
Ｃ
ｎ
ｅ
Ｃ
ｄ
ｔ

Ｓ
巳
凡
△
Ａ
ｐ
Ⅱ
か
り
３

1632
］4

51緑藻 ｱｸﾁﾅｽﾂﾙﾑ35

631ｱﾝｷｽﾄﾛﾃﾞｽﾑｽ

3ｸﾝｼｮｳﾓ

29268481ｲｶﾀﾞﾓ

’兆一”｜犯一

36

37

38

150 3851870ｽﾁｹ‘ｵｸﾛﾆｳﾑ39

－－「－丁一
1．745l‘759 392122555992774

岬一皿 822合計（細胞数／mmp）

種類数
513

７

817

７

722

生）カッコ内の数字は糸状群体数を示す．

出 典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河川生物調査報告香）〔一部改変］
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付表－8 昭和63年の付着藻類の出現状況
調査年月日：昭和63年10月25～28日

採集方法:ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ(50■■×50■■､2箇所）

単 位：細胞数／m㎡

神田川讐福寺川勝正寺川 曽福寺池調査河川

調査地点 方南

節一橋

銀倉橋

橋

和田堀 ＃の頭線

車庫脇

尾崎楢井荻橋 春日橋寺分橘上池と

下池の間

松下橋

K-5K－3K-1Z－7

（118）

Z－9Z－4 Z－6Z－1 Z－2種 名 St､No

Oscill8tori8spp、

Phor■idiu■tenue

Lyngby8contorta

Achn8niheslanceolata

Achnanthes■inutissi■a

Achn8nthes5P･

Aul8coserl8granuI8ta

Cocconeisplacentula

CyclotellacoBta

Cy■bellaturgidu18

Diploneissp･

Fragilariac8puclna

Fr8gilariaconstruens

Fragil8ri8construensvar.biondis

Fragil8riaconstruensv8r,exigu8

Frustuli8vulgaris

GoBphoneuaacuminatup

GoBphoneg88Bgust8tuu

M－l属名綱肋

(1）(22）(520） (64）(1)藍藻 ｵｼﾗﾄﾘｧ1

(140)ﾌｫﾙﾐﾃﾞｨｳﾑ

(25）ﾘﾝｸﾞﾋ・ア
365020

ﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ
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Ｍ’３

ｌ２ｌ３ｌ４ｌ５ｌ６ｌ７ｌ８ｌ９’
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０
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11 166緑藻 ｱﾝｷｽﾄﾛﾃ"スムス
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十
四ａＣ
■

。
’
Ｕ
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４
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Ｓ
ｒ

Ｕ
Ｏ

■
○
Ｄ
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■

。
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Ｏ
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ｒ
ｆ
Ｌ

ｆ
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●
Ⅵ
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８
鼻

凸
ｋ
・
０

，
ｅ

△
Ａ
ｐ
０

51

1ｸﾝｼｮｳﾓ

｜盟一弱一別一雨

52

1Pedi85trU■tetr8s

411 9 6
q F

1コ1646

ムウⅥク

そ
オ

ダ
ゲ

カ
ヲ

イ
Ｘ

ｐ

・
ｐ

ｐ
Ｓ
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■

ｕ

ｓ
ｏ
ｌ

ｕ
ｎ

■
Ｏ

Ｓ
ｌ

ｅ
Ｃ

○
．
Ｏ

Ｇ
ｅ

ｎ
ｇ

Ｐ
》
●
ｂ
且

Ｃ
↑
し

毎
回
Ｑ
Ｕ 190 3001，020

二
4，397

46087

1715903，645 1，9746．6546．1411．110 35】合計（細胞数／m㎡）
920 18221918162622種類数

注）カッコ内の数字は糸状蘇体数を示す．

出典：杉並区都市環境部環境保全課（1989）：杉並区河川の生物（第二次河ノ||生物調査報告醤）［一部改変］
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付表－9 平成6年の付着藻類の出現状況（分布）［細胞数］
調査年月日；平成6年10月17－－20日

採集方法：ﾅｲﾛﾝﾌ・ラシ(50■■×50■■､2箇所）

単 位：細胞数／mm’

調査河川 勝正寺川謄正寺川 福寺池 善福寺jll 神田川

調査地点 松下橋 上池と

下地の間

寺分橋 井荻橋 春日橋 尾埼橋 和田堀

橋 車庫脇

K‐1

仲の頭想 漉倉借 弁天橋

綱NO 属名 種 名 St･NC H‐1 Z‐1 Z-2 Z‐4 Z‐6 Z-7 Z-9 K－3 K‐5藻一霊
虹
－
１

ｷｬﾝﾄﾗﾝｼｱ Chantranslasp’ 348

ﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ Achnanthesex】gu8 15 8

棚
一
抑

74

Achn8nthes■inutissi■8 11 15 32 106 160 23 154

Achn8nthessubhudsonis 95 146 244

ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ A■phor8pediculus
q F

l3 244 77

ｵｳﾗｺｾｲﾗ Aul8coseir8dist8ns 75 1．170 922 295

Aul8coseiragr8nul8t8 3，130 47 154 147

－２－３ｌ４ｌ５ｌ６ｌ７ｌ８－
２

３
４

5

積
‘q

７

8 ｲｶﾀﾞｹｲｿｳ Bacill8ri8paradoxa 1．330９
｜
Ⅷ

ｺﾊｰﾝｹｲｿウ Cocconeispl8centul8 107 230

ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ Cyclotella■eneghiniana 30

区11 Cyclotellasp 16 146 53 107

鉛
一
Ⅷ

1212 ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Cy■belI8■inut8 154

1313 Cy■belI8sinu8ta 49

イチﾓﾝﾂﾞｹｲｿｳ1414 Eunoti8bilun8rIs 16

1515 Eunotiapectinalis 1E
』』 221 271川一Ⅳ｜肥一四

オヒ"ケイソウ Fragilari8construensfo.exigua 15

Fr8gilariac8pucln8v8r･v8ucheri8e 30 74 23

FrBgi18ri8sp 264 737

上劫･ﾀｹｲｿｳ Frustuliarho■boidesv8r,saxonlc8 146

Frustuli8vulgariS 77

ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Go■phone■88Cu■inatu■Var･turrig 16

Go■phone■ap8rvulu■ 8 15 16 1，680 211 588 68

Go■phone■epseudoaugur 107 300 7．740 1，480 3．470 45 5ｺ6 307 74

｜”一ｍ一亜一”一浬一

20

21

22

'3

24 Go■phone■aSPh8erophoru■ 8 8踊一油 Go■phone■8trunc8tu■ 14 106 45

ﾋﾄｰﾛｾﾗ Hydroseratriquetr8 147

ﾀﾙｹｲｿｳ Melosirav8ri8ns 16 365 4，070 13，700 2，370 2．290 9，830 11．300

｜”｜鯛一

27

28 ﾌﾈｹｲｿｳ Naviculacryptoceph818 11 60 16 657 476 481 45 438 384 295

29 Navicul8cryptotenella 53 292 295

30 Naviculagoeppertiana 438 370

Naviculagreg8rla 15 8 159 107 45 922 74

N8vicul8■ini■8 1，530 53 307

N8vicul8pupuI8 8 159

ａｃ
ｉ

８
ｒ

Ｓ
Ｃ
ｌ

０
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●
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．
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８
ｙ

ｒ
Ｓ

ａ
８
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ｕ
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ｃ
ｃ

６
Ⅱ
Ｌ
■
■
凸

Ｖ
Ｖ

８
８

Ｎ
叩
Ｎ
配

3

77

N8vicul8viridUI8v8r，rosteIlata 49 74

N8viculByur8ensi3 230

ﾊﾘｸｲｿｳ NitZ3chi88Cicul8ris 30

Nitzschi88■Phibi8 195 15 8 68 146

Nitzschi8cl“sii 89 53

Ｓ

，
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■
ｕ
ｒ
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０
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ｆ
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■
１
Ｓ

Ｉ
４
ｕ

■
１
ｒ

〃
丁
Ｐ
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８
８

●
■
４
■
ｑ
ｌ

ｈ
ｈ

ｃ
Ｃ

ｓ
５

２
Ｚ

Ｏ
Ｌ
ｆ
Ｌ

ｃ
ｈ
４
■
日
凸

Ⅱ
Ⅱ

106 154 74

30 45 154

Nitzschi81ine8rls
74

Ｓ

ｉ

ｒ８ｕＣ
ｉ

８
Ｃ

ｅ
８

１
ｂ

８
ｕ

ｐ
３

８
日

■
竹
Ｌ
旬
日
凸

ｈ
ｈ

ｃ
Ｃ

ｓ
３

Ｚ
Ｚ

ｄ
ｔ
ｔ

ｃ
０
４
４
Ｉ
ａ

Ｈ
Ⅱ

8 2，490 528 320 181 1，510 230 74

15

ﾊﾈｹｲｿｳ Pinnu1ari8gibbav8r､parba 15 877 106 5ｺ 97 77

ｼﾞｭｳﾓﾝｼ'ケイソウ St8uroneisj8ponlc8 53 195 77 74

ﾅｶｰｹｲｿｳ SynedraI8nceol8t8 53

SynedrapuIchell8 45

Synedr8ru■pens 211 1．440 113 146 461 884

｜訓一蛇一”｜測一拓一妬一Ｗ｜犯一測一扣一醐一躯一網一“｜幅一妬一叩一犯一狛一卵一別一

31

]2

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

ｲ9

50

51 ａｎ
．

’
ｐ

ｕ
Ｓ

８
ａ

ｒ
ｒ

■
．
ｐ
ｄ

ｅ
ｅ

ｎ
ｎ

ｙ
ｙ

ｎ
回
Ｑ
〕

34 103 219 1．430 748 23 146 615 442

52 20

緑藻53 ｼｵｸ・リ Cladophorasp ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊弘一弱 ｲｶﾀﾞﾓ ｏ
ｐ

ｐ
Ｓ

ｐＳ
■

ｕ

５
・
ｌ

Ｕ
ｎ

■
Ｏ

Ｓ
Ｕ
ｌ

ｅ
Ｃ

○
．
Ｏ

Ｇ
ｅ

ｎ
８

６
。
ｌ

ｃ
ｆ
Ｌ

Ｑ
〕
Ｑ
】

6 30 214

ｽﾁｹﾞｵｸﾛﾆｳﾑ 24 7．310

56 ﾋﾋｰﾐﾄﾞﾛ U1othrix5p 477

｜Ｍ’合計〈細胞数／m㎡）

種頻数

417 4，131 1．314 2コ．672 9，941 21，654 3，410 8，332 15，593 16，464

12 20 21 14 19 17 16 20 22 19

注l〉力･ソコ内の数字は糸状群体数を示す．

注2〉シオグサ(CladophOraSp.)は大型の群体を形成し計数不能．本は出現を示す．

出 典：杉並区環境部環境保全課（1995）：杉並区河川の生物（第三次河川生物調査報告書）
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昭和57年の珪藻類の有機汚濁指数[珪藻類の出現頻度］

調虹牛ﾉ！↓」;iEM1157年10月21日

採架方法：ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ(50口■×50■ﾛ‘2箇所）

単 位：％

付表－10

神田jll菩禍寺川讐福寺池紗 正寺川調査河川

調査地点

＊
汚
濁
性

方南

第一橋

K‐5

和田堀

橋 車庫脇

仲の頭綴 鎌愈橋尾崎橋春日橋井狭借寺分橋上池と

下池の間

松下橋

K－1K－1 K‐3Z-9Z－7Z-6Z-47－？
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０
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御
出

ｉ

典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河ノ||の生物（河川生物調査報告唇） [一部改変］
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付表－11 昭和63年の珪藻類の有機汚濁指数[珪藻類の出現頻度］

誠久牛.i’1－J・剛和63年10月25～28日

採集方法：ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ(50mロ×50■■､2箇所）

単 位：％，0．0<0.1

神田川善福寺川勝 正寺川 讐福寺池調査河川

＊
汚
濁
性

銀倉橋 方南

第一橋橋

和田堀 丼の頭線

車庫脇

調査地点 松下橋 上池と

下池の問

寺分橋 井荻橋 春日橋 尾崎橋

Z－9 K－1 K－3 K-5Z－4 Z－6 Z-7種 名 St･NC M－1 Z-1 Z-2属名尚

8．51．0 21.1ﾏｶﾞﾘｹｲｿｳ Achnanthesl8nceol8ta1

2．9 58.50．1 5．1 28．7 20．5 0．90．615．5Achn8nthes■inutissi■a2

0．0Achn8nthessp3

51．51，4ｵｳﾗｺｾｲﾗ Aul8coseriagr8nuI8ta4

0．1 23．9 2．3ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ 0，1 1．8○ CocconeispI8centul85

0.0 0.00．00．1ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ CyCioteIIaco■ta6

1．8ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ○ Cy■belIaturgiduIa7

0．6ﾃ'ｲﾌﾞﾛﾈｲｽ Diploneissp8

0．2 0．1 0．】Fragil8ri8capucin89 ｵﾋｰｹｲｿｳ

1．810 FragiIari8construens

0．2Fragil8riaconstruensv8r、biondis11

0．6Fragiiari8cOnslruenSvar､exlgua12
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ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ 1．8Go■phone■88Cu■inatu■14

0．1 0．4 0．1 2．015 Go■phone■83■gustatu■

3．4 0．216 Go■Phone■aaugur

0．1
ﾔ 印

』『 Go■phone■8constrictu■

0，218 Go■phone■8intric8tu■

31．769．1 18．7 10．0 41.4 17．3 3．619 Go■phone■8p8rvuIu■

0．1 0．6 0，620 ● Go■phone■8pseudo8ugur

0，6 2．921 Go■phone■Bsph8erophoru■

0．622 Go■Phone■asubtile

0．623 Go■phone■8sP

1．3 4．5 3．3 1．．7 32．52．924 ﾀﾙｹｲｿｳ MeIosiravarlans

0．6 0．6 7．2ﾌﾈｹｲｿｳ 0．3 0．3
1 ﾜ
ﾊ.『 1．4 2．325 N8vicul8cryptoceph81a

0．626 Navicul8decussls

0．627 N8vicul8elginensls

0．6 0．2 7．2 32．6 1，428 ● 0．6Navicul8goepperti8n8

0．629 N8vicul818nceol8t8

25．1 13．85．5 76．8 73．4 57．9 6．5 11．7N8vicu18■ini■830

0．8 0．6 0．5 0．1NaviculBpupul831
「
当

Ｆ
Ｌ

0．3 0．632 N8vicul8r8dios8

0．1 0．1 0．0N8vicul8salin8ru■ 0．2 2．333

N8vicul8venet8 0，634

35 NavicuI8sp 0．3

ﾊﾘｹｲｿｳ 20．936 Nitzschi88cicu】8ris

1．8 1．1 2．137 Nitzschi88■phibi8 2，3 0．9 0．7

38 0．2Nitzschiafi】ifor■is

0．539

【
》 1．1 0．6 0．2 0．7 1．7NitZschi8pale8

40 Njtzschi8p81eacea 3．7

41 0．6Nitzschi8trybIionell8

ﾊﾈｹｲｿｳ42 ● 0．4 0．2 0．0PinnuI8rj8br8uniiv8r､8■phicephal8 0．3 0．9

43 0．1 0．0Pinnul8ri8gibb8 0．6 0．6

○ ﾏｶﾞﾘｸｻﾋﾞｹｲｿｳ44 Rhoicospheni8abbrevi8t8 3.7 0．7

45 ○ ﾅｶ'ケイソウ Synedr8acus 0．6

46 Synedr8ru■pens 0．3 0．1

47 2．9 5．5Synedr8uln8 4．3 1．1 1．2 20．4 0．614．4

合計（％）

●：好汚濁性種の出現頻度合計

100.0 100.0 100.0 100．0 100．0 99．8 100．3 100.0 100.0

1．52．9 0,6 0．9 1．1 8．5 35．8 1．4 0．0

無印：広適応性種の出現頻度合計

○：好清水性種の出現頻度合計

97．0 91．4 98．5 99．1 98．9 91．5 64．2 74．0 97 7

0．1 8.0 0.0 0．0 0．0 0．0 0．1 24．6 2．3

有機汚濁指數(DAIpo） 48．6 53.7 49．2 49．5 49．4 45．7 32．1 61．6 51．2

注）有機汚濁指数(DAIpo)=100-(好汚濁性種の出現頻度+1/2広適応性繭の出現馴度）

出 典：杉並区都市環境部環境保全課(1989):杉並区河川の生物（第二次河川生物調査報告書）
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平成6年の珪藻類の有機汚濁指数[珪藻類の出現頻度］
調査年月日：平成6年10月17～20日

採集方法：ﾅｲﾛﾝﾌﾞﾗｼ(50■■×50mm,2箇所）

単 位：％

付表－12
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1．3●：好汚濁性種の出現頻度合計 25．5 17．7 6．6

釦一町一邸

3．426．0 1．2 34．4 －
７
－
０
一

無印：広適応性種の出現頻度合計 74．533．5 81．8 84．874．0 97．5 30．4 94．1

○：好清水性種の出現頻度合計

有侭汚濁指数(DAIPo)
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出 典：杉並区環境部環境保全課（1995）：杉並区河川の生物（第三次河川生物調査報告書） 資-17



付表－13 昭和57年の魚類の出現状況
調炎年月11：剛和57年Injll9､-2111

採集方法？刺網・投網

単 位：個体

神111川替隔寺川

橋

酊福寺池妙正寺川

松下槽

調在河川

調査地点 ’
坂倉橋 蔽下槽

柿癖一貼

錦 橋仲の頭線

車庫脇

K－l

橋橋

寺分橋原寺分鍛冶橋神明橋罪日揺尾崎橋宮下橋和田堀宮下橋尾崎橋奪日橋神明橋鋳冶橋原寺分寺分機上池と

F池の問

K‐4K‐3K-2Z‐9Z‐87－7
■j ■Z－6Z-5Z‐］Z－2Z－lM‐1和名 S上.NC科

｜
壷
昼尚

1
ﾀｲﾘｸﾊ・ﾗﾀﾅｺｺイコイ

刺－２

｜
｜
犯

一桝一諏一研

1

25199 248

７
一4

’３－ 3

］1４’５－］’５－７

’
９

9 333ﾛ■■2 1342912

５

ｷﾞﾝﾌﾞﾅ

11
ﾌナ

１
』
１
－
９

２
｜
川

I14
ｷﾝｷﾞｮ

コイ
273494118

122Z 37121

’８ 4ドジョウ

カダヤシ

ﾄﾞｼﾞｮｳ

1
ｶダヤシカターヤシ9

1

m｡Ⅲ’
]01ｽｽ'キ｜ｻﾝﾌｲﾂｼﾕ|ｵｵｸﾁﾊﾞｽｵｵｸﾁﾊ"スﾘﾝﾌｨｦｼｭｽｽ・キ

1121Ii-i‐ﾊｾ．’ﾖｼﾉﾈ'ﾘ（ﾖｼﾉﾈ'リ(榴色型）ハセ

+￥

岨
－
５

582ｺ 91E44305832024

数
数

体
顛

個
穂

計今
回

Ｆ
ｊ

53 I63

７

5

●
■
則
‐0

注1〉この他に罪日橋でｳﾅｷﾞの死骸を確認．

注2）「一」は調査を実施していないことを示す．

注3）ｷﾝｷ'ョにはこう'ナを含む．

注4）コイにはﾋｺﾞｲ・色コイ・フナコイを含む．

注5）・印の涌類は報告害ではそれぞれﾀﾅｺｰ，ﾖｼﾉ*.リと記故していた．

注6）フナはｷﾝブナ・キ'刀.ナとともに出現した堀合砺類数に数えなかった．

出典：杉並区環境部公害課（1983）：杉並区河川の生物（河川生物調査報告害）［一部改変］

付表－14 昭和63年の魚類の出現状況
／

調査年月日

採集方法：

単

2町和63年10月25～28【］

刺網・投網

位： 個体’
神田川讐福寺川曽隅寺池け正寺川調壷河川

調交地点
方南

第一橋

鯉倉橋｜蔵下橋錦 橋

橋

和田堰 仲の頭線

屯庫脳

宮下橋尾埼橋奪日橋神明橋井荻隣寺分橋 原寺分

橋

上池と

下池の問

松下橋

K‐5K‐。 K－4K－1 K-2Z-8Z-7Z－6Z‐5Z－3 Z-4Z‐2Z‐1M‐1和名 St､NC科目尚

1
ｺイ ﾀﾓﾛｺコイ

１’

］

２
．
４
’
’
２

｜油－６｜’

Z‐9

6216ﾓツコ2 ’
一
川

２

ｷﾝﾌｰﾅ

ｊ’４ 4 4113ｷｰﾝﾌｰﾅ

1
ｷﾝｷｰｮ ’７

6

二‐当
川14I,6ｺイ

ｌ５ｌ６ｌ

5

6

２

I］2Iトシ・ヨウトシ・囚ウ7

3
ﾒﾀﾞｶﾀﾞﾂ メタ"力8

1
ｶﾀﾞﾔｼ ｸｰｦﾋﾞｰカタ・ヤシ9

5 220695’1
''01ススキ｜ハゼ｜ﾖｼﾉ*､ﾘ(棺色型）ﾖｼﾉ*'リ(棺色型）ハセ・ｽｽﾞｷ

1722 14428991424017合計屑体数

種預数

0

25 4652622【1150

「一」は調査を実施していないことを示す．

｡印の種顛は報告害ではﾖｼﾉ*・ﾘと記紋していた.

典：杉並区都市環境部環境保全課（1989）

ｊ
ｊ

ｌ
２

注
注
出

杉並区河川の生物（第二次河川生物調査報告香）［一部改変］
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付表－15 平成6年の魚類の出現状況

平成6年10月17～』0日

投網・手綱

個体

調査年月日

調査方法

単 位

調盃河川

調査地点

抄正寺川 善福寺川菩福寺池 神田川

蔵下僑|弁天橋井荻橋 尾埼橋松下盾 神明橋 春日橋上池と

下池の間

寺分僑 原寺分

僑

宮下横 浅倉橋

僑 車庫脇

和田塘 芹の頭線 綿 橋

｜§尚 K-{|K-;科 ｜和名 St,NC Z－31Z－41Z－51Z－6Z‐1 Z‐2 Z‐7 Z－8 1 Z－9M－l K－2 1 K－3K－l

ｺイ ｜ コイ
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．
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０
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０
イ

1 ？
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３

11

タ
タ
ザ
ｔ
．
可
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ﾓﾂｺ ．

1

31ｵｲｶﾜ 118

ｊ型Ａ
ナ
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”
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ヵ
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ギ
ヅ

７
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“
’
す
ン
ィ
・

力
キ
キ
｜
フ
千
コ
ト

2．
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’
1

1
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’● _｜●

、
Ｊ

Ｆ
Ｌ

●’ ］1 q】

｜
ノ
ー
＋
ノ
グ
ヨ
ョ

”ﾑﾂ<A型）

ｷﾝﾌﾞナ

ｷﾞﾝﾌﾞﾅ

ﾌﾅ額

守七〃々=

TジT ヨ

ｺイ

ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５
－
６
ｌ
７
ｌ
ｌ
ｌ
８
ｌ
９
ｌ

2

３

4

『
■
‐

6

7

8

U
■

３

● ● ●● 6 ● ● ●1

ﾄｼ'ョウ ﾄﾞｼﾞｮｳ10 21 1 Z6 ］ 1う
め ~ 1J1 12 9 121

ﾅﾏｽ ｜ﾅﾏｽ ｜ﾅﾏｽ”11 ●

ｽｽﾞｷ ﾊｾ′｜ﾖｼﾉﾎﾞﾘ(榴缶型）12 1’21 1．

’
合計個体数 10l 71 216 251 4 3 12

２

肥 1
’p1
b ？q

今 苧 384

，｜ ‘｜ ‘’ ，｜ ‘種類数 1

２

51 41 31 2 111 31 51

注）●印は目視観察でのみ砿認したことを示し、個体数合計には含めなかった．

出 典：杉並区環境部環境保全課（1995）：杉並区河川の生物（第三次河川生物調査報告書）
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付表－16 平成6年の水草の出現状況

調盃年月日：平成6年6月14～17日

採集方法：目視観察

表示方法：群度－6月一

神田川筈福寺池し 正寺川 善福寺川調査河川

調査地点
錦 橋 嫌倉橋 蔵下橋 弁天橋和田堀

橋

体の頭線

車庫脇

宮下橋尾埼橋蓉日橋神明橋井荻橋原寺分

橋

寺分橋上池と

下池の間

松下橋

K-4 K‐5K－3K-2K－lZ-8 Z－9Z－7Z－6Z－5Z－4Z－3Z－2Z－1種名 St・NC M－1科綱肋

32 23 333334411ｵｵｶﾅﾀ'モﾄﾁｶｶ'ミ単子

葉

植物

1

22 42233ｱイノコイトモﾋﾙﾑｼﾛ

2 2222エビモ

’
２
－
３
－

咽

3

3
ﾅｶ'エミクリﾐクリ4

32113 22

２２

331Ⅱ1種顛数 0

調査年月日：平成6年10月17～20日

採集方法g目視観察

表示方法日群度-10月一

神田川善福寺jll嘗福寺池沙正寺川調査河川

調査地点
弁天橋蔵下橋蟻倉橋錦 橋仲の頭線

車庫脇

宮下橋 和田堀

橋

尾埼橋春日橋神明橋井荻橋原寺分

橋

寺分橋上池と

下池の間

松下橋

K－5K-4K－3K－2Z－9 K－1Z－8Z-7Z-6Z-5Z－4Z－3Z－2Z－1M‐I科 種名 St･NC綱尚

322 333334341ｵｵｶﾅﾀﾞﾓﾄﾁｶｶ'ミ

軒
葉
”

1

322242333ｱｲﾉｺｲﾄﾓﾋﾙﾑｼﾛ

11211ｴﾋ・モ

ｌ
２
ｌ
３
ｌ

2

3

242ﾅｶﾞｴﾐｸﾘﾐクリ4

’ －1
2 32

２

3 2 32’ 331 300麺顛数 0
｜ ‐’

注）群度表示は以下の通り

5：調査区内にカーペット状に一面に生育しているもの

4；大きな斑状、またはカーペ･ソ卜状のあちこちに穴が開いているような状態のもの

3；小群の斑状のもの

出 典：杉並区環境部環境保全課（1995）：杉並区河川の生物（第三次河川生物調査報告書）2：小群をなしているもの

1：単独で生えているもの
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－用語解説一

【調査･生物用語関係】

田源1
特定の場所(同一環境下または同一地理区域内)に生息･生育している生物の全種類のこと｡植物の全

種類を植物相(フローラ)、動物の全種類を動物相(ファウナ)、それらを合わせて生物相といいます。

鳫詞
ある一定の範囲内に生息･生育する生物のなかで､最も数が多い生物のこと。一般的には､魚類の優占

種､底生動物の優占種､植物の優占種というように､それぞれの分類群(生物グループ)ごとに､そのなか

で最も代表的な生物種を示します｡通常､優占種はその場所の環境を反映しており、例えば底生動物の場

合､水質汚濁の少ない河川上流域ではカケロウ類やトビケラ類などの｢きれいな水域｣を指標する種が優占

種となっていることが多く､反対に､汚濁の進んだ都市河川などではヒル類､イトﾐﾐｽ類などの｢きたない水

域｣を指標する種が優占種となって出現します。

團劉
生物群集が一定の方向に移り変わってゆく現象のこと｡ある場所に存在する生物群集は､環境に対する

相互的な影響や種間の争奪などにより時とともに別の群集へと変化してゆき､やがてはその環境に最も適

した安定した状態(極相)へと向かいます｡おもに植物群落の時間的な変化を見る場合に使われ､生態遷

移とも呼ばれます。

|電気伝導度｜
電導度、導電率とも呼ばれ、水中の無機イオン(ナトリウムイオン､カルシウムイオンなど)の総量を示す

値です｡無機イオンの量が多くなると電気をよく通すようになり、電気伝導度は高い値を示します｡値が高く

なるほど汚れた水であることを示すため､水の汚れを知るうえで良い指標となります｡通常、雨水では10~

30/JS/cm程度､河川上流部では50～100"S/cm程度､河川下流部では200～400"S/cm程度の値を

示します｡ただし､温泉や鉱泉､海水の影響がある場所などは無機イオンが多く含まれているため､水の汚

《れとは関係なく値が高くなります。

E砺司
ある時点に､ある範囲内に存在している生物の総量のことで､湿重量や乾燥重量､エネルギー量などで

表されますが､個体数や細胞数で代用されることもあります｡一般には､生物グループごとに魚類の現存量、

付着藻類の現存量などと表現したり、生物の種類ごとにアユの現存量､コイの現存量などと表します｡生物

群集ないし生物種の現存量を地域別あるいは時期別に比較することにより、各地域･各時期における生物

の生息状態の特徴を知ることができます。



【河川用語関係】

'三面張護岸｜
河の流れを一定に保つため､河岸を守る目的で作られた土木工作物を一般に護岸といいます｡この護岸

の内､左右の壁および河底の三面をコンクリートなどで保護したものをいいます。

院芯言、
ある河の流れのなかで､最も水の流れる速度の早い点を連ねた線をいいます。

懐断面構造｜
河川を輪切りにして､その断面を見たときに､通常時に水の流れる水路(低水路といいます)と水が増えた

時に流れる水路(高水敷といいます)とを､段差を付けて作った構造をいいます｡妙正寺川松下橋の調査

地点写真を参照下さい。

犀を剰
自然な河川では､水は直線に流れることはなく､蛇行を行うのが普通です｡水が蛇行を行うと､水の流れ

のよくあたる所とそうでない所で掘削する力の差などが生まれ､浅く流れの速いところを瀬､深く流れの遅い

ところを淵といいます。

庇蒟司
「じゃかご｣とよびます｡太い針金などを用いて円筒形のかごをあみ、中に玉状の石や割った石をつめたも

のをいいます｡蛇カゴは､単純で形の変化にも対応できるため､護岸の保護や河底に敷いたりと広い用途

があります。

ー
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